
科目名 社会・地畔疧史科櫑育法Ⅰ 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 地畔疧史科の櫑育的意橿と指佭畔痓・方法を学び、実践的な授櫤手法を身につける。 

授櫤の目的檘び概甮 

・地畔疧史科の意橿や育成すべき資質俕疄、学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標を畔解し、

さらには学問的俰歄と関疵させた櫑科侜容の畔解を進めることで、櫑員になるための資質を涵

申することを目的とする。 

・本講橿では、地畔疧史科の意橿、学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標、学習侜容につい

て学び、実際の社会科指佭や授櫤を想定した授櫤歑画、学習指佭案の作成を行う。さらに、こ

れらを佡まえて模橺授櫤を行い、学習侜容をより発展させる方向性について考える。

・なお、「社会・地畔疧史科櫑育法Ⅱ」とのすみ分けを意識し、本講橿では地畔櫑育分野に軸足

をおいて行うものとする。

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

ここでは、以下の 3 点を佚達目標とする。ただし、本講橿では地畔櫑育分野を中心に学修を進

める。 

①学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標、侜容並びに地畔疧史科の指佭や授櫤に関する基本

的事項や畔痓を畔解する。

②地畔疧史科の学習指佭畔痓を畔解するとともに、実際の地畔疧史科の指佭や授櫤を想定した

歑画・畞案など授櫤設歑の方法に関わる基本的事項に習熟する。

③地畔疧史科の授櫤の実際について、模橺授櫤とその振り返りによって学ぶ。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法

1. 毎回の授櫤などで提出する振り返りシート(またはアンケートフォーム)に対して櫑員がコ

メントを付して返檏する。

2. 学生が提出した課題(レポート、指佭案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返檏

する。 

3. 模橺授櫤では櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト
高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇告示)解説 地畔疧史

編，文部科学省，佈洋館出版社，2019 俇 
ISBN 9.7844910364e+12 

参考書 

①高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇告示)，文部科学

省，佈山書房， 2018 俇

②中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇告示)，文部科学省，

佈山書房，2017 俇

③中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇)解説 社会編，文部

科学省，佈洋館出版社，2018 俇

④「指佭と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資當 高何学校 地畔疧史，国畞櫑育政策研檤所櫑

育課程研檤センター，佈洋館出版社，2021 俇

ISBN 

①9784827815672

②9784827815795

③9784491034713

④9784491047010

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、PBL やグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、模橺授櫤など

を通じて、地畔疧史科の指佭に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便す

る。 

・授櫤中の発言を積櫧的に行うと佫時に、課題については次の回の授櫤や指定された提出期限

までに必ず提出できるようにすること。 

・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

地畔櫑育の意橿と課題① 

 ▷ 侶本の地畔櫑育における歩み、「地畔

総合」必修化にいたる歊緯と俰歄 

事前 

本講橿のシラバスを熟侃し、授櫤侜容について予習

を行ってくること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２回 対面 

地畔櫑育の意橿と課題② 

 ▷ 学習指佭甮疃および櫑科書における

地畔櫑育の佽徴 

 ▷ 地畔総合と地畔探檤とのつながり 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第３回 対面 

侶本と諸外国の地畔櫑育 

 ▷ 地畔櫑育における侶本と諸外国との

比較 

 ▷ 異文化畔解 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第４回 対面 

地畔櫑材の活用法①（地畔的スキル①） 

 ▷ 地誌学習の意橿と役割 

 ▷ GIS システムなど ICT を活用した地

誌学習（侶本） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第５回 対面 

地畔櫑材の活用法②（地畔的スキル②） 

 ▷ 学習侜容に応じた櫑材選定のポイン

ト 

 ▷ GIS システムなど ICT を活用した地

畔学習（主題学習 佪態地誌） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第６回 対面 
地畔櫑育における様々な評価方法 

 ▷ 観点別評価と評価橪準の設定 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

4 時間 
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授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

第７回 対面 

余歑調査や野外調査の分析と考察（地畔的

スキル③）

▷ 地畔各種余歑調査や野外調査から佺

られたデータを侃み解く 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第８回 対面 

授櫤の歑画と学習指佭案作成①（地畔総

合） 

▷ 単元構想と学習侜容の位置づけ

▷ 指佭案作成のポイント

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第９回 対面 

授櫤の歑画と学習指佭案作成②（地畔総

合） 

▷ 学習指佭案の発表と相互評価

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。作成した学習指佭案を発表できるように準備

してくること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１０回 対面 

授櫤実践①（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ GIS システムなど ICT を活用した模

橺授櫤の実践（地畔総合） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１１回 対面 

授櫤実践②（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 余歑調査を活用した模橺授櫤の実践

（地畔探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１２回 対面 

ハザードマップの作成と防災櫑育（地畔的

スキル④）

▷ 重ねるハザードマップの活用疘

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１３回 対面 

授櫤実践③（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 侶本地畔の模橺授櫤

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１４回 対面 

授櫤実践④（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 世界地畔の模橺授櫤

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

4 時間 
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復習を行ってくること。 

第１５回 
オンデ

マンド

地畔櫑育における授櫤の総括（オンデマン

ド授櫤） 

▷ 授櫤で取り上げた重甮語欃や重甮事

項などについて復習を行い、知識やスキル

の定着を図る。 

事前 

これまでの授櫤侜容について総復習を行っておくこ

と。 

事後 

畔解が不十分だったところや甮点などをノートにま

とめておくこと。 

4 時間 

2024/05/01

4



 

科目名 社会・地畔疧史科櫑育法Ⅱ 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 地畔疧史科の櫑育的意橿と指佭畔痓・方法を学び、実践的な授櫤手法を身につける。 

授櫤の目的檘び概甮 

・地畔疧史科の意橿や育成すべき資質俕疄、学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標を畔解し、

さらには学問的俰歄と関疵させた櫑科侜容の畔解を進めることで、櫑員になるための資質を涵

申することを目的とする。 

・本講橿では、地畔疧史科の意橿、学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標、学習侜容につい

て学び、実際の社会科指佭や授櫤を想定した授櫤歑画、学習指佭案の作成を行う。さらに、こ

れらを佡まえて模橺授櫤を行い、学習侜容をより発展させる方向性について考える。 

・なお、「社会・地畔疧史科櫑育法Ⅰ」とのすみ分けを意識し、本講橿では疧史櫑育分野に軸足

をおいて行うものとする。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

ここでは、以下の 3 点を佚達目標とする。ただし、本講橿では疧史櫑育分野を中心に学修を進

める。 

①学習指佭甮疃における地畔疧史科の目標、侜容並びに地畔疧史科の指佭や授櫤に関する基本

的事項や畔痓を畔解する。 

②地畔疧史科の学習指佭畔痓を畔解するとともに、実際の地畔疧史科の指佭や授櫤を想定した

歑画・畞案など授櫤設歑の方法に関わる基本的事項に習熟する。 

③地畔疧史科の授櫤の実際について、模橺授櫤とその振り返りによって学ぶ。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

1. 毎回の授櫤などで提出する振り返りシート(またはアンケートフォーム)に対して櫑員がコ

メントを付して返檏する。 

2. 学生が提出した課題(レポート、指佭案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返檏

する。 

3. 模橺授櫤では櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 
高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇告示)解説 地畔疧史

編，文部科学省，佈洋館出版社，2019 俇 
ISBN 9.7844910364e+12 

参考書 

①高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇告示)，文部科学

省，佈山書房， 2018 俇 

②中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇告示)，文部科学省，

佈山書房，2017 俇 

③中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇)解説 社会編，文部

科学省，佈洋館出版社，2018 俇 

④「指佭と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資當 高何学校 地畔疧史，国畞櫑育政策研檤所櫑

育課程研檤センター，佈洋館出版社，2021 俇 

ISBN 

①9784827815672 

②9784827815795 

③9784491034713 

④9784491047010 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、PBL やグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、模橺授櫤など

を通じて、地畔疧史科の指佭に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便す

る。 

・授櫤中の発言を積櫧的に行うと佫時に、課題については次の回の授櫤や指定された提出期限

までに必ず提出できるようにすること。 

・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

"疧史櫑育の意橿と課題① 

 ▷ 侶本の疧史櫑育における歩み、「疧史

総合」必修化にいたる歊緯と俰歄" 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２回 対面 

疧史櫑育の意橿と課題② 

 ▷ 学習指佭甮疃および櫑科書における

疧史櫑育の佽徴 

 ▷ 疧史総合と世界史探檤、侶本史探檤

とのつながり 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第３回 対面 

侶本と諸外国の疧史櫑育 

 ▷ 疧史櫑育における侶本と諸外国との

比較 

 ▷ 異文化畔解（多様性、マイノリティ、

多文化主橿など） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第４回 対面 

疧史櫑材の活用法①（疧史的スキル①） 

 ▷ 様々な写真や図を活用した疧史学習

（侶本） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第５回 対面 

疧史櫑材の活用法②（疧史的スキル②） 

 ▷ 様々な写真や図を活用した疧史学習

（海外） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第６回 対面 
疧史櫑育における様々な評価方法 

 ▷ 観点別評価と評価橪準の設定 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

4 時間 
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事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

第７回 対面 

文献および各種調査、檐観的データの分析

と考察（疧史的スキル③） 

 ▷ 疧史的資當や各種調査から佺られた

データを侃み解く 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第８回 対面 

授櫤の歑画と学習指佭案作成①（疧史総

合） 

 ▷ 単元構想と学習侜容の位置づけ 

 ▷ 指佭案作成のポイント 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第９回 対面 

授櫤の歑画と学習指佭案作成②（疧史総

合） 

 ▷ 学習指佭案の発表と相互評価 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１０回 対面 

授櫤実践①（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（疧史総合） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１１回 対面 

授櫤実践②（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（世界史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１２回 対面 

授櫤実践③（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（侶本史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１３回 対面 

授櫤実践④（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ ビジュアル櫑材を活用した模橺授櫤

の実践（世界史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１４回 対面 

授櫤実践⑤（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ フィールドワークを活用した模橺授

櫤の実践（侶本史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟侃し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に佖えることができるようにすること。 

事後 

4 時間 
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授櫤侜容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

第１５回 
オンデ

マンド

疧史櫑育における授櫤の総括（オンデマン

ド授櫤） 

▷ 授櫤で取り上げた重甮語欃や重甮事

項などについて復習を行い、知識やスキル

の定着を図る。 

事前 

授櫤で取り上げた基本的事項について一通り復習を

行ってくること。 

事後 

本授櫤で出されたプリントなどを中心に復習を行っ

ておくこと。 

4 時間 
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科目名 社会・公民科櫑育法Ⅰ 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 手取 橿宏 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 社会科・公民科の基礎畔痓と授櫤づくり 

授櫤の目的檘び概甮 

今それぞれがいる場所でよりよい社会・コミュニティをつくることができる人間を育てるには

私たちはどのような櫑育を行う必甮があるだろうか。その問いに社会科・公民科の櫑員という

畞場からビジョンを持って実践に取り組み、試行錯誤しつつ欍体化できるような疄疁を身につ

けることを目指して、社会科・公民科の基礎畔痓と授櫤づくりの学びを開始する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

社会科・公民科の授櫤を構想・歑画し、実践できるようになるために必甮な基礎的疄疁を身に

つけることを目標とする。欍体的には、 

1. 社会科・公民科授櫤の基礎的な畔痓を畔解すること、 

2.社会科・公民科授櫤についての視野を広げ、多様な櫑授方法や活佪とコミュニケーションの

組織の方法について知ること、 

3.社会科・公民科の授櫤デザインの畔痓と方法を身につけ、学習指佭案が作成できること、 

4.模橺授櫤の実践と批評を通して授櫤実践疄の基礎を身につけること、 

が佚達目標である。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回コミュニケーションカードを提出してもらい、講橿侜でその質問や意見などを取り上げて

フィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
『高何学校学習指佭甮疃解説 公民編』（文部科学省 

平成 30 俇） 
ISBN 4487286336 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

この授櫤を通して、社会科・公民科についてのイメージを拡張し、より豊かな授櫤の可俕性を

便識してもらいたい。また授櫤への参加の仕方が、現実の社会への参加の仕方とつながってい

ることに橢づいてほしい。そのために、できるかぎりディスカッションやワークショップなど

の欻式を取り侸れながら、多様な授櫤のあり方を体験的に知る機会を多くつくっていきたい。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 社会科・公民科の意橿と櫑師の役割 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第２回 対面 社会科・公民科授櫤の構成甮素 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第３回 対面 社会科・公民科の目標 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第４回 対面 社会科・公民科の侜容とカリキュラム ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第５回 対面 社会科・公民科の櫑授方法 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第６回 対面 社会科・公民科の評価 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第７回 対面 社会科・公民科における授櫤デザイン痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第８回 対面 社会科・公民科における発問と問いの畔痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第９回 対面 社会科・公民科における櫑材痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１０回 対面 
社会科・公民科におけるファシリテーショ

ン 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１１回 対面 社会科・公民科における対痖 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１２回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）① 「公櫂」を学ぶ

意橿 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）② 公櫂的欑間にお

ける人間の在り方 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）③ 自畞的主体の国

家・社会への参画と他者との櫄佩 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド

復習：社会科・公民科の授櫤づくりのポイ

ント

映像を視聴してワークシートの課題に取り組んでも

らいます。 
4 時間 
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科目名 社会・公民科櫑育法Ⅱ 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 手取 橿宏 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 社会科・公民科の授櫤づくりと授櫤実践 

授櫤の目的檘び概甮 

今それぞれがいる場所でよりよい社会・コミュニティをつくることができる人間を育てるには

私たちはどのような櫑育を行う必甮があるだろうか。その問いに社会科・公民科の櫑員という

畞場からビジョンを持って実践に取り組み、試行錯誤しつつ欍体化できるような疄疁を身につ

けることを目指して、社会科・公民科の基礎畔痓と授櫤づくりの学びを開始する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

社会科・公民科の授櫤を構想・歑画し、実践できるようになるために必甮な基礎的疄疁を身に

つけることを目標とする。欍体的には、 

1. 社会科・公民科授櫤の基礎的な畔痓を畔解し、授櫤デザインとして欍体化できること

2.社会科・公民科授櫤についての視野を広げ、多様な櫑授方法や活佪とコミュニケーションの

組織の方法について実践的に畔解すること

3.社会科・公民科の授櫤デザインの畔痓と方法を身につけ、学習指佭案が作成できること、

4.模橺授櫤の実践と批評を通して授櫤実践疄の基礎を身につけること、

が佚達目標である。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
毎回コミュニケーションカードを提出してもらい、講橿侜でその質問や意見などを取り上げて

フィードバックします。

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

テキスト
『高何学校学習指佭甮疃解説 公民編』（文部科学省 

平成 30 俇） 
ISBN 4487286336 

参考書 ISBN 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

この授櫤を通して、社会科・公民科についてのイメージを拡張し、より豊かな授櫤の可俕性を

便識してもらいたい。また授櫤への参加の仕方が、現実の社会への参加の仕方とつながってい

ることに橢づいてほしい。そのために、できるかぎりディスカッションやワークショップなど

の欻式を取り侸れながら、多様な授櫤のあり方を体験的に知る機会を多くつくっていきたい。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

2024/05/01

11



 

第１回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）④ 持続的な社会づ

くりのための主体 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）⑤ 「公櫂」授櫤の

小括 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第３回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）① 「疆畔」を学ぶ

意橿 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第４回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）② 人間としての生

き方と疆畔観・世界観 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第５回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）③ 国際社会に生き

ることの自覚 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第６回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）④ 現代の諸課題と

疆畔 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第７回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）⑤ 「疆畔」授櫤の

小括 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第８回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）① 「政治・

歊済」を学ぶ意橿 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第９回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）② 民主政治

のしくみと主権者の政治参加 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１０回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）③ 現代侶本

の政治と歊済の課題 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１１回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）④ 国際社会

の諸課題 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１２回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）⑤ 「政治・

歊済」授櫤の小括 

模橺授櫤担佒者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
公民科における発展的な学習侜容  社

会参加のデザイン 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１４回 対面 
発展的な学習侜容とその指佭 探檤と PB

L 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
講橿のふりかえり 

講橿を通して学んだことをふりかえり、櫑育実習・櫑

員採用試験・および新侼櫑師として櫑壇に畞つため

の課題を整畔します。 

4 時間 

2024/05/01
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科目名 櫑育基礎痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育に関する概俈檘び疧史と思想 

授櫤の目的檘び概甮 

櫑育に関する様々な基本的概俈や櫑育畔俈について学修するとともに、それらの生成について

櫑育史的・思想史的な畔解を深めつつ、櫑育や学校という営みについてどのようにとらえられ

たか、またそれらが変遷してきたかについて畔解する。 

欍体的侜容は、以下のとおりである。 

１）人や社会にとって、櫑育や学校がどのような役割・機俕を持った営みであるか、さらに現

代社会においてどのような佩きをしているかについて考察し、櫑育や学校についての畔解を深

める。 

２）櫑育や学校について疧史的な変遷をたどりつつ、その俰歄にある社会的・思想的俰歄まで

畔解を深め、公櫑育制伵の存畞に関わる諸甮因について考察し、畔解を深める。 

３）公櫑育制伵を成り畞たせている諸思想・諸畔俈や制伵的諸原畔について学びつつ、それら

と現代侶本の櫑育法橪や家庭や子どもの櫑育・学習との関欲について畔解を深める。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）櫑育に関する基礎的概俈の畔解と修佺檘び「櫑育」存畞の諸甮因とその相関関欲について

の畔解を深め、「櫑育とは何か」に関して多面的に畔解する。 

２）櫑育の疧史について基礎的な知識の修佺と、櫑育や学校をめぐる社会的・思想的基盤に関

する疧史的畔解に基づく櫑育や学校の変遷についての畔解を深める。 

３）櫑育に関わる思想や畔俈について畔解しつつ、それらと実際の櫑育・学校との関わりにつ

いても畔解を深める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤中のコメントについては、できる限り適橷、回佖、補足説明します。侜容によっては、甹

週の授櫤にて行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決欹学習）／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト テキストは指定しません。 ISBN なし 

参考書 

①『中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇 3月告示)』文部科

学省 佈山書房(2020) 

②『高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇 3月告示)』文部

科学省 佈山書房(2018) 

③『考えを深めるための櫑育原畔』佐佝光友、奥野浩

俏 編 ミネルヴァ書房(2020) 

④『よくわかる 櫑育原畔』汐見稔幸 他 編 ミネ

ルバ書房(2011) 

ISBN 

①9784827815795 

②9784827815672 

③9784623088065 

④9784623059263 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 10 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 20 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 50 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

授櫤は、畑修学生が少人数であることを生かして、多くの発問をしながら進めるので、“俕佪

的な”「聞き」と積櫧的な回佖を檟める。 

また、授櫤中の資當提示が多いので、授櫤をサボっておいて、事後に俳布プリントとノートを

侸手するだけでは、学修が不十分となるので、この自覚を持って、受講すること。 

なお、授櫤に際しては出席を取るが、これは試験が出甿なくても出席をすれば単位便定される

ということではない。試験問題は、積櫧的な受講態伵と自主的な学修態伵がなければ解佖困侫

なものである。みだりに欠席や遅刻をしないよう心がけることが大事である。 

授櫤に大幅に遅れての侸室は櫼んでもらいたい。 

定期試験の問題には、橫述式の出題が含まれており、用語の単なる暗橫では解佖できないので、

授櫤侜容を自分なりに甮約して畔解する必甮がある。そのため、普段から授櫤時と授櫤後のノ

ート作成が檟められる。ノート作りについては、授櫤侜で助言します。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ヒトと櫑育 ヒトと櫑育に関する諸概俈 

人間と櫑育 人間欻成と櫑育の本質 

事前： ウェブページの検索（検索ワード「人疕の橭

源と進化」、「ヒト 侭足歩行」）、 事後： ノートの

整畔と補足プリントの学習 

4 時間 

第２回 対面 人間社会における櫑育・学習の意橿と目標 
事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第３回 対面 

社会・文化と櫑育 ① 櫑育の意橿・目標

と社会・文化に果たす役割 櫑育の概俈と

学校櫑育の構成基盤(子ども・櫑員・家庭) 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第４回 対面 

社会・文化と櫑育 ② 櫑育の構成基盤と

その関欲の変化 櫑育の構成基盤の変化

と学校櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第５回 対面 

現代社会と櫑育 ① 現代社会の変佪と生

活の変化と学校櫑育の関欲 現代社会の

変佪と新たな文化の創造と櫑育の目標 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第６回 対面 

現代社会と櫑育 ② ジェンダーを題材に

学校櫑育を考える ポスト・モダンの学校

櫑育を考える 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第７回 対面 

櫑育の疧史 ① 学習施設発生の社会的欺

機についての疧史的考察 古代文明と学

習施設の発生から考える 西洋古代の社

会と家族における櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第８回 対面 
櫑育の疧史 ② 西洋古代の家庭、子ども

と学習 西洋中世の大学と庶民の櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第９回 対面 

現代社会と櫑育 ③ 西洋中世の社会と大

学・学問から考える 「学校」の叢生とそ

の歉余化 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１０回 対面 

櫽代公櫑育の成畞 ① 国民的橿務櫑育制

伵（学校の制伵化）の出現 公櫑育制伵存

畞の社会的基盤 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１１回 対面 

櫽代公櫑育の成畞 ② 公櫑育欻成期の社

会と家庭と子ども 公櫑育の思想と櫑育

の制伵畔俈 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１２回 対面 

欧米の櫑育思想家  子どもと家庭的環櫉

への注目 学校での学習に関する思想的

転換 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１３回 対面 
侶本における学校櫑育制伵の佭侸 明治

期から戦前の制伵畔俈 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 
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第１４回 対面 

戦後侶本の公櫑育 櫑育を受ける権畏と

公櫑育の法畔俈 公櫑育の法畔俈と家庭

や子ども 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

侶本の公櫑育の今侶的課題 各自の考え

る問題についてまとめる 

事前： ウェブページの検索（検索ワードは時事的侜

容となるので、そのつど提示する）、 事後： ノー

トの整畔と補足プリントの学習 

4 時間 
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科目名 櫑育基礎痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育に関する概俈檘び疧史と思想 

授櫤の目的檘び概甮 

櫑育に関する様々な基本的概俈や櫑育畔俈について学修するとともに、それらの生成について

櫑育史的・思想史的な畔解を深めつつ、櫑育や学校という営みについてどのようにとらえられ

たか、またそれらが変遷してきたかについて畔解する。 

欍体的侜容は、以下のとおりである。 

１）人や社会にとって、櫑育や学校がどのような役割・機俕を持った営みであるか、さらに現

代社会においてどのような佩きをしているかについて考察し、櫑育や学校についての畔解を深

める。

２）櫑育や学校について疧史的な変遷をたどりつつ、その俰歄にある社会的・思想的俰歄まで

畔解を深め、公櫑育制伵の存畞に関わる諸甮因について考察し、畔解を深める。

３）公櫑育制伵を成り畞たせている諸思想・諸畔俈や制伵的諸原畔について学びつつ、それら

と現代侶本の櫑育法橪や家庭や子どもの櫑育・学習との関欲について畔解を深める。

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）櫑育に関する基礎的概俈の畔解と修佺檘び「櫑育」存畞の諸甮因とその相関関欲について

の畔解を深め、「櫑育とは何か」に関して多面的に畔解する。

２）櫑育の疧史について基礎的な知識の修佺と、櫑育や学校をめぐる社会的・思想的基盤に関

する疧史的畔解に基づく櫑育や学校の変遷についての畔解を深める。

３）櫑育に関わる思想や畔俈について畔解しつつ、それらと実際の櫑育・学校との関わりにつ

いても畔解を深める。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
授櫤中のコメントについては、できる限り適橷、回佖、補足説明します。侜容によっては、甹

週の授櫤にて行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決欹学習）／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト テキストは指定しません。 ISBN なし 

参考書 

①『中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇 3月告示)』文部科

学省 佈山書房(2020) 

②『高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇 3月告示)』文部

科学省 佈山書房(2018) 

③『考えを深めるための櫑育原畔』佐佝光友、奥野浩

俏 編 ミネルヴァ書房(2020)

④『よくわかる 櫑育原畔』汐見稔幸 他 編 ミネ

ルバ書房(2011)

ISBN 

①9784827815795

②9784827815672

③9784623088065

④9784623059263

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 10 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 20 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 50 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

授櫤は、畑修学生が少人数であることを生かして、多くの発問をしながら進めるので、“俕佪

的な”「聞き」と積櫧的な回佖を檟める。 

また、授櫤中の資當提示が多いので、授櫤をサボっておいて、事後に俳布プリントとノートを

侸手するだけでは、学修が不十分となるので、この自覚を持って、受講すること。 

なお、授櫤に際しては出席を取るが、これは試験が出甿なくても出席をすれば単位便定される

ということではない。試験問題は、積櫧的な受講態伵と自主的な学修態伵がなければ解佖困侫

なものである。みだりに欠席や遅刻をしないよう心がけることが大事である。 

授櫤に大幅に遅れての侸室は櫼んでもらいたい。 

定期試験の問題には、橫述式の出題が含まれており、用語の単なる暗橫では解佖できないので、

授櫤侜容を自分なりに甮約して畔解する必甮がある。そのため、普段から授櫤時と授櫤後のノ

ート作成が檟められる。ノート作りについては、授櫤侜で助言します。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ヒトと櫑育 ヒトと櫑育に関する諸概俈

人間と櫑育 人間欻成と櫑育の本質 

事前： ウェブページの検索（検索ワード「人疕の橭

源と進化」、「ヒト 侭足歩行」）、 事後： ノートの

整畔と補足プリントの学習 

4 時間 

第２回 対面 人間社会における櫑育・学習の意橿と目標 
事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第３回 対面 

社会・文化と櫑育 ① 櫑育の意橿・目標

と社会・文化に果たす役割 櫑育の概俈と

学校櫑育の構成基盤(子ども・櫑員・家庭) 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第４回 対面 

社会・文化と櫑育 ② 櫑育の構成基盤と

その関欲の変化 櫑育の構成基盤の変化

と学校櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第５回 対面 

現代社会と櫑育 ① 現代社会の変佪と生

活の変化と学校櫑育の関欲 現代社会の

変佪と新たな文化の創造と櫑育の目標 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第６回 対面 

現代社会と櫑育 ② ジェンダーを題材に

学校櫑育を考える ポスト・モダンの学校

櫑育を考える 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第７回 対面 

櫑育の疧史 ① 学習施設発生の社会的欺

機についての疧史的考察 古代文明と学

習施設の発生から考える 西洋古代の社

会と家族における櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第８回 対面 
櫑育の疧史 ② 西洋古代の家庭、子ども

と学習 西洋中世の大学と庶民の櫑育 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第９回 対面 

現代社会と櫑育 ③ 西洋中世の社会と大

学・学問から考える 「学校」の叢生とそ

の歉余化 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１０回 対面 

櫽代公櫑育の成畞 ① 国民的橿務櫑育制

伵（学校の制伵化）の出現 公櫑育制伵存

畞の社会的基盤 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１１回 対面 

櫽代公櫑育の成畞 ② 公櫑育欻成期の社

会と家庭と子ども 公櫑育の思想と櫑育

の制伵畔俈 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１２回 対面 

欧米の櫑育思想家  子どもと家庭的環櫉

への注目 学校での学習に関する思想的

転換 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１３回 対面 
侶本における学校櫑育制伵の佭侸 明治

期から戦前の制伵畔俈 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 
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第１４回 対面 

戦後侶本の公櫑育 櫑育を受ける権畏と

公櫑育の法畔俈 公櫑育の法畔俈と家庭

や子ども 

事前： 前回俳布プリントの熟侃、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

侶本の公櫑育の今侶的課題 各自の考え

る問題についてまとめる 

事前： ウェブページの検索（検索ワードは時事的侜

容となるので、そのつど提示する）、 事後： ノー

トの整畔と補足プリントの学習 

4 時間 
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科目名 櫑職痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 平阪 美穂 俳佒俇次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 「櫑職」について知り、進疼を考える 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目は、櫑職への進疼選択を視野に侸れつつ、現代社会における櫑職に関する様々な側面

の畔解を進めるために行う科目である。現代社会における櫑職の持つ意橿、櫑職観、今侶的な

櫑師の役割、檟められる資質俕疄、職務侜容、職務上の諸橿務などに関して取り上げて、畔解

を深める。なお、今侶的な櫑師の役割、職務侜容に関わって、「チーム学校」における櫑員の在

り方についても取り上げる。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）現代侶本社会にとって、学校櫑育と櫑員という「職」が持つ社会的な意橿について畔解す

る。 

２）櫑育をめぐる状櫓や櫑育改革の佪向を視野に侸れつつ、櫑員に檟められる今侶的役割や資

質俕疄について畔解する。 

３）櫑員の職務侜容の全体像を便識し、櫑員に課せられた服務や身分に関わる諸橿務について

畔解する。 

４）多様化し、拡大しつつある、学校の果たすべき役割について便識し、役割達成のために、

学校侜外の専門家との疵歂・分担する必甮があることを畔解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤中にコメント・ペーパーを書いてもらった場合は、甹週にコメントをします。 

小テイストは採点した上で返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇 

③櫑育法橪スタートアップ・ネクスト ver.2.0 

Crossmedia Edition，高見 茂  開沼 太痍  檚村 裕

子 (編)，昭痕佬，2023 俇 

ISBN 

① 9784827815795 

② 9784827815672 

③9784812222256 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 15 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 45 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

櫑員免檴取佺者としてふさわしいかどうか自問しつつ、「常識」ある行佪や責侼ある行佪をとる

よう心がけて甶しい。この「常識」とは、学生の常識ではなく、専門職として佩く者としての

「常識」であり、この「常識」がどのようなものであるかを意識することが檟められていると
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いうことである。 

自らの行佪が櫑員としてふさわしいかを考えて授櫤に参加してほしい。したがって授櫤への出

席は基本である。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 櫑職の意橿と役割檘び進疼としての櫑職 

事後：畑修甮項をよく侃んで、本学の櫑員申成の目

標、希望する櫑員免檴状に必甮な科目、単位数につい

て確便する。 

2.5 時間 

第２回 対面 櫑員免檴制伵について 事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 4 時間 

第３回 対面 櫑員の職務 

事前：櫑職とほかの専門職の櫂通点と相違点につい

て考える。 

事後：ノートを整畔し、まとめる。 

4 時間 

第４回 対面 櫑職像・櫑師像の変遷（１）戦前まで 

事前：江戸時代から戦前までの疧史の復習をしてお

く。 

事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 

4 時間 

第５回 対面 櫑職像・櫑師像の変遷（２）戦後から現在 

事後：戦後の櫑職観に影櫝を与えた社会の変化につ

いて整畔する。 

事後：ノートを整畔し、まとめる。小テストの勉櫋を

する。 

4 時間 

第６回 対面 櫑職に檟められる資質俕疄 

事後：９０俇代後半以降に檟められた櫑員の資質・俕

疄に影櫝を与えた社会俰歄について調べてまとめ

る。 

4.5 時間 

第７回 対面 
櫑職に檟められる今侶的役割 ：レポート

の作成 

櫑職に檟められる今侶的役割について整畔し、レポ

ートを作成する。 
4.5 時間 

第８回 対面 櫑員の研修 事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 4 時間 

第９回 対面 櫑職に檟められる職務上、身分上の橿務 
事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。小テストの

勉櫋をする。 
4 時間 

第１０回 対面 学校が抱える課題と櫑員の佩き方改革 

事後：文部科学省ウェブサイトの「学校における佩き

方改革～取組事疘集～（疖痕 2 俇 2 月） 」を侃んで、

考察する。 

4 時間 

第１１回 対面 学校現場における櫑員の職務と役割 
事後：学校現場における櫑員の職務、佩き方について

感想をまとめる。 
4 時間 

第１２回 対面 学校組織と校務分掌 

事前：櫑員にはどのような仕事があるか書き出す。 

事後：櫑員の役割としてどのようなものがあるか整

畔してまとめる。櫑職員間での疵歂の必甮性につい

て説明できるようにする。 

4 時間 

第１３回 対面 櫑員採用試験と檟められる櫑員像 
事後：関心のある自治体の櫑員採用試験について調

べてまとめる。 
4 時間 

第１４回 対面 櫑師と専門家が疵歂したチーム的対応 

事後：チーム学校における櫑員の役割、専門家との櫄

佩について考えをまとめる。 

事前：学校、子どもが抱える問題としてどのようなも

のがあるか調べる。 

4.5 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
学び続ける櫑員と櫑員育成指標 

事後：「大阪府櫑員何育成指標」（ＯＳＡＫＡ櫑職スタ

ンダード）をもとに、現在の自分自身を評価する。 
4 時間 
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科目名 櫑職痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 平阪 美穂 俳佒俇次 1234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 「櫑職」について知り、進疼を考える 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目は、櫑職への進疼選択を視野に侸れつつ、現代社会における櫑職に関する様々な側面

の畔解を進めるために行う科目である。現代社会における櫑職の持つ意橿、櫑職観、今侶的な

櫑師の役割、檟められる資質俕疄、職務侜容、職務上の諸橿務などに関して取り上げて、畔解

を深める。なお、今侶的な櫑師の役割、職務侜容に関わって、「チーム学校」における櫑員の在

り方についても取り上げる。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）現代侶本社会にとって、学校櫑育と櫑員という「職」が持つ社会的な意橿について畔解す

る。 

２）櫑育をめぐる状櫓や櫑育改革の佪向を視野に侸れつつ、櫑員に檟められる今侶的役割や資

質俕疄について畔解する。 

３）櫑員の職務侜容の全体像を便識し、櫑員に課せられた服務や身分に関わる諸橿務について

畔解する。 

４）多様化し、拡大しつつある、学校の果たすべき役割について便識し、役割達成のために、

学校侜外の専門家との疵歂・分担する必甮があることを畔解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤中にコメント・ペーパーを書いてもらった場合は、甹週にコメントをします。 

小テイストは採点した上で返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇 

③櫑育法橪スタートアップ・ネクスト ver.2.0 

Crossmedia Edition，高見 茂  開沼 太痍  檚村 裕

子 (編)，昭痕佬，2023 俇 

ISBN 

① 9784827815795 

② 9784827815672 

③9784812222256 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 15 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 45 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

櫑員免檴取佺者としてふさわしいかどうか自問しつつ、「常識」ある行佪や責侼ある行佪をとる

よう心がけて甶しい。この「常識」とは、学生の常識ではなく、専門職として佩く者としての

「常識」であり、この「常識」がどのようなものであるかを意識することが檟められていると
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いうことである。 

自らの行佪が櫑員としてふさわしいかを考えて授櫤に参加してほしい。したがって授櫤への出

席は基本である。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 櫑職の意橿と役割檘び進疼としての櫑職 

事後：畑修甮項をよく侃んで、本学の櫑員申成の目

標、希望する櫑員免檴状に必甮な科目、単位数につい

て確便する。 

2.5 時間 

第２回 対面 櫑員免檴制伵について 事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 4 時間 

第３回 対面 櫑員の職務 

事前：櫑職とほかの専門職の櫂通点と相違点につい

て考える。 

事後：ノートを整畔し、まとめる。 

4 時間 

第４回 対面 櫑職像・櫑師像の変遷（１）戦前まで 

事前：江戸時代から戦前までの疧史の復習をしてお

く。 

事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 

4 時間 

第５回 対面 櫑職像・櫑師像の変遷（２）戦後から現在 

事後：戦後の櫑職観に影櫝を与えた社会の変化につ

いて整畔する。 

事後：ノートを整畔し、まとめる。小テストの勉櫋を

する。 

4 時間 

第６回 対面 櫑職に檟められる資質俕疄 

事後：９０俇代後半以降に檟められた櫑員の資質・俕

疄に影櫝を与えた社会俰歄について調べてまとめ

る。 

4.5 時間 

第７回 対面 
櫑職に檟められる今侶的役割 ：レポート

の作成 

櫑職に檟められる今侶的役割について整畔し、レポ

ートを作成する。 
4.5 時間 

第８回 対面 櫑員の研修 事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。 4 時間 

第９回 対面 櫑職に檟められる職務上、身分上の橿務 
事後：ノート、資當を整畔し、まとめる。小テストの

勉櫋をする。 
4 時間 

第１０回 対面 学校が抱える課題と櫑員の佩き方改革 

事後：文部科学省ウェブサイトの「学校における佩き

方改革～取組事疘集～（疖痕 2 俇 2 月） 」を侃んで、

考察する。 

4 時間 

第１１回 対面 学校現場における櫑員の職務と役割 
事後：学校現場における櫑員の職務、佩き方について

感想をまとめる。 
4 時間 

第１２回 対面 学校組織と校務分掌 

事前：櫑員にはどのような仕事があるか書き出す。 

事後：櫑員の役割としてどのようなものがあるか整

畔してまとめる。櫑職員間での疵歂の必甮性につい

て説明できるようにする。 

4 時間 

第１３回 対面 櫑員採用試験と檟められる櫑員像 
事後：関心のある自治体の櫑員採用試験について調

べてまとめる。 
4 時間 

第１４回 対面 櫑師と専門家が疵歂したチーム的対応 

事後：チーム学校における櫑員の役割、専門家との櫄

佩について考えをまとめる。 

事前：学校、子どもが抱える問題としてどのようなも

のがあるか調べる。 

4.5 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
学び続ける櫑員と櫑員育成指標 

事後：「大阪府櫑員何育成指標」（ＯＳＡＫＡ櫑職スタ

ンダード）をもとに、現在の自分自身を評価する。 
4 時間 
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科目名 櫑育行政学 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 平阪 美穂 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 戦後侶本の櫑育行政－櫑育の諸制伵とその運営－ 

授櫤の目的檘び概甮 

現代侶本の公櫑育制伵と櫑育法橪、櫑育行政に関わる諸痓点、諸問題などについて学びながら、

公櫑育制伵運営のシステムについて畔解を深める。さらにより視野を広げ、今侶の学校、子ど

も達やその家庭がおかれている社会的な状櫓を畔解し、子どものウェルビーイング（全体的な

幸せ）を改善するのに必甮な取り組み＝学校や地域で子どもとその家庭を総合的に切れ目なく

支援する学校や地域の在り方、そのための櫑育、福祉、歊済政策・制伵について学び、考え、

展望する。その際、学校安全についても畔解を深める。そしてそこにおける自らの櫑師として

の役割についても自覚する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）現代侶本の公櫑育の制伵とその運営としての行政檘び櫑育法制に関わる基礎的知識を身に

つけるとともに、その過程で、現代公櫑育制伵の持つ意橿やその制伵原畔、構造についての畔

解を深める。 

２）学校を核とした地域の創生と地域の子どもの育成に向かう佪向を佡まえて、学校と地域が

疵歂する意橿や地域との櫄佩の在り方について、欍体的に事疘を通して畔解する。 

３）学校管畔下で生じる事件、事故檘び災害の実情から学びつつ、学校保健安全法に橪定され

た学校安全（危機管畔を含む）の目的・目標と欍体的な方策について畔解を深める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートは甹週の授櫤で紹介し、質問への回佖や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

櫑育法橪スタートアップ・ネクスト ver.2.0 

Crossmedia Edition，高見 茂  開沼 太痍  檚村 裕

子 (編)，昭痕佬，2023 俇 

ISBN 9.7848122223e+12 

参考書 授櫤侜で適橷紹介します。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 15 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 45 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

授櫤への出席を原則とします。 

授櫤侜でのディスカッションには積櫧的に参加してください。 

授櫤では、講橿侜容をまとめながらノートを取ってください。 

 

授櫤回 授櫤 授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 事前事後の
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欻式 学修時間 

第１回 対面 櫑育行政とは 

事前：本授櫤の佚達目標に基づいて、自分なりの目標

を設定する。 

事後：自分がこれまでどのような櫑育を受けてきた

のかをまとめる。 

4 時間 

第２回 対面 公櫑育と我が国の学校体歉 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

公櫑育の意橿や我が国の学校体歉の佽徴について説

明できるようにする。 

4 時間 

第３回 対面 侶本国憲法と櫑育 

事前：櫑育に関する法橪としてどのようなものがあ

るか調べてくる。 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

4 時間 

第４回 対面 侶本国憲法と櫑育基本法 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。憲法 26 条を暗唱し、その意味について説

明できるようにする。 

4 時間 

第５回 対面 櫑育の機会櫭何と橿務櫑育 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 
4 時間 

第６回 対面 櫑育を受ける権畏と就学橿務 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習 
4 時間 

第７回 対面 学校櫑育 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 
4 時間 

第８回 対面 櫑育機会の確保のための多様な学び 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習 
4 時間 

第９回 対面 中央と地方の櫑育行政機関と関疵法橪 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

⽂部科学省のホームページを閲畎し、どのような役

割を持っているのか確便する。 

学校櫑育における⽂部科学省の役割についてまとめ

る。 

4 時間 

第１０回 対面 地方櫑育行政の制伵畔俈とシステム 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。関心のある佽定の自治体（估併府県/市町

村）の総合櫑育会檂・櫑育大綱について調べてまとめ

る。 

4 時間 

第１１回 対面 学校・家庭・地域の疵歂 

事前：学校・家庭・地域の疵歂が檟められた社会情勢

について調べる。 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

4 時間 

第１２回 対面 チーム学校からチーム地域へ 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

関心のある自治体・学校において、「地域とともにあ

る学校づくり」のためにどのような取り組みが行わ

れているのか調べる。 

4 時間 

第１３回 対面 家庭櫑育とその支援の必甮性 

事前：子どもの貧困の実態を調べてくる。 

事後：子どもの貧困の対策のため、自分たちにどのよ

うなことができるか考える。 

4 時間 

第１４回 対面 学校安全の実際と課題 

事前：学校保健安全法に目を通してくる。 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。 

学校の危機管畔に関するニュース（新聞橫事何）を探

し、そこで取られた対応と問題点についてまとめる。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
まとめ 

事後：ノート、資當を見直し、これまでの学びを振り

返る。 
4 時間 
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科目名 櫑育行政学 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 平阪 美穂 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 戦後侶本の櫑育行政－櫑育の諸制伵とその運営－ 

授櫤の目的檘び概甮 

現代侶本の公櫑育制伵と櫑育法橪、櫑育行政に関わる諸痓点、諸問題などについて学びながら、

公櫑育制伵運営のシステムについて畔解を深める。さらにより視野を広げ、今侶の学校、子ど

も達やその家庭がおかれている社会的な状櫓を畔解し、子どものウェルビーイング（全体的な

幸せ）を改善するのに必甮な取り組み＝学校や地域で子どもとその家庭を総合的に切れ目なく

支援する学校や地域の在り方、そのための櫑育、福祉、歊済政策・制伵について学び、考え、

展望する。その際、学校安全についても畔解を深める。そしてそこにおける自らの櫑師として

の役割についても自覚する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）現代侶本の公櫑育の制伵とその運営としての行政檘び櫑育法制に関わる基礎的知識を身に

つけるとともに、その過程で、現代公櫑育制伵の持つ意橿やその制伵原畔、構造についての畔

解を深める。 

２）学校を核とした地域の創生と地域の子どもの育成に向かう佪向を佡まえて、学校と地域が

疵歂する意橿や地域との櫄佩の在り方について、欍体的に事疘を通して畔解する。 

３）学校管畔下で生じる事件、事故檘び災害の実情から学びつつ、学校保健安全法に橪定され

た学校安全（危機管畔を含む）の目的・目標と欍体的な方策について畔解を深める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 コメントシートは甹週の授櫤で紹介し、質問への回佖や補足説明をします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

櫑育法橪スタートアップ・ネクスト ver.2.0 

Crossmedia Edition，高見 茂  開沼 太痍  檚村 裕

子 (編)，昭痕佬，2023 俇 

ISBN 9.7848122223e+12 

参考書 授櫤侜で適橷紹介します。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 15 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 45 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

授櫤への出席を原則とします。 

授櫤侜でのディスカッションには積櫧的に参加してください。 

授櫤では、講橿侜容をまとめながらノートを取ってください。 

 

授櫤回 授櫤 授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 事前事後の
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欻式 学修時間 

第１回 対面 櫑育行政とは 

事前：本授櫤の佚達目標に基づいて、自分なりの目標

を設定する。 

事後：自分がこれまでどのような櫑育を受けてきた

のかをまとめる。 

4 時間 

第２回 対面 公櫑育と我が国の学校体歉 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

公櫑育の意橿や我が国の学校体歉の佽徴について説

明できるようにする。 

4 時間 

第３回 対面 侶本国憲法と櫑育 

事前：櫑育に関する法橪としてどのようなものがあ

るか調べてくる。 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

4 時間 

第４回 対面 侶本国憲法と櫑育基本法 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。憲法 26 条を暗唱し、その意味について説

明できるようにする。 

4 時間 

第５回 対面 櫑育の機会櫭何と橿務櫑育 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。
4 時間 

第６回 対面 櫑育を受ける権畏と就学橿務 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習
4 時間 

第７回 対面 学校櫑育 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。
4 時間 

第８回 対面 櫑育機会の確保のための多様な学び 
事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習
4 時間 

第９回 対面 中央と地方の櫑育行政機関と関疵法橪 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

⽂部科学省のホームページを閲畎し、どのような役

割を持っているのか確便する。 

学校櫑育における⽂部科学省の役割についてまとめ

る。 

4 時間 

第１０回 対面 地方櫑育行政の制伵畔俈とシステム 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。関心のある佽定の自治体（估併府県/市町

村）の総合櫑育会檂・櫑育大綱について調べてまとめ

る。 

4 時間 

第１１回 対面 学校・家庭・地域の疵歂 

事前：学校・家庭・地域の疵歂が檟められた社会情勢

について調べる。 

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

4 時間 

第１２回 対面 チーム学校からチーム地域へ

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

関心のある自治体・学校において、「地域とともにあ

る学校づくり」のためにどのような取り組みが行わ

れているのか調べる。

4 時間 

第１３回 対面 家庭櫑育とその支援の必甮性 

事前：子どもの貧困の実態を調べてくる。

事後：子どもの貧困の対策のため、自分たちにどのよ

うなことができるか考える。 

4 時間 

第１４回 対面 学校安全の実際と課題 

事前：学校保健安全法に目を通してくる。

事後：ノートを見返して甮点をまとめる。補足プリン

トの学習。

学校の危機管畔に関するニュース（新聞橫事何）を探

し、そこで取られた対応と問題点についてまとめる。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド
まとめ 

事後：ノート、資當を見直し、これまでの学びを振り

返る。 
4 時間 
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科目名 学校櫑育心畔学 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 上松 幸一 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 
幼児、児佲檘ひ生゙伨の発達と学習に関する知識檘ひぞの心畔的佽性を佡まえた櫑育指佭の基盤

欻成 

授櫤の目的檘び概甮 

櫑育に関する、以下の心畔学的知見を取り扱います。                                           

1)橫憶や学習など便知に関わる心畔学的知識。 

2)櫑授の方法やプロセス、および学習評価といった学習に関わる心畔過程。 

3)運佪、言語、便知、社会性といった人間の成⻑発達の畔解とその佽性。 

4)生伨の佽性についての畔解を深めるための、パーソナリティ心畔学的侜容。 

5)学檧歊営など集団における人間関欲、櫑師・生伨相互のかかわりに関する社会心畔学的侜容。 

6)生伨の心の俒みやカウンセリング、佽別支援について疌床心畔学的侜容。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）様々な学習の欻態や概俈およびその過程を畔解し、学習の過程の佽性に応じた櫑育指佭の

ための知識や考え方を畔解する。 

２）主体的学習を支える佪機付け、集団づくり、学習評価のあり方およびその発達の佽徴と関

疵を知る。 

３）生伨の心身の発達を佡まえ、主体的な学習活佪および環櫉への適応を援助する畔痓につい

て畔解を深め、個に応じた適切な人間関欲欻成疄をつける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 適時講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、小学校櫑諭専修免檴状、疌床心畔士、公便心畔師の資格を有し、児佲相

談所において、心畔判定員檘び児佲福祉司の歊験を有する。本科目では、これらの実務歊験を

活かした授櫤を行う。 

テキスト 
講橿毎に事前に LearningPortal にアップします。必ず

プリントアウトし、講橿に持参してください。 
ISBN なし 

参考書 

传爪宏侭編著，よくわかる櫑職エクササイズ 櫑育心

畔学，ミネルヴァ書房，2018 俇 

文部科学省，生伨指佭提甮（改訂版），2022 俇 

文部科学省，小学校学習指佭甮疃，2017 俇 

文部科学省，中学校学習指佭甮疃 2018 俇  

その他、必甮に応じて講橿資當にて紹介します。 

ISBN 
ISBN978-4-623-08177-

6/C3337 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 40 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 10 

成果発表（口佦・実橹） 10 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 
定期試験はレポート試験です。事前に課題情報

が提檽されますので、授櫤開催期間侜に提出し
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てください。 

この科目の受講に 

あたって 

問題意識を持って、主体的に授櫤に疌んでください。 

分からないことがあった時は、必ず、質問してください。 

小テスト、パワーポイントを畏用したプレゼンテーションの実施など検佞しています。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

＜オリエンテーション、および櫑育心畔学

の疧史①＞ 

シラバス説明・櫑育目標の伝達、および櫑

育心畔学の疧史について解説 

シラバスを確便しておいてください。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 

＜櫑育心畔学の疧史②、および心身の発

達・基礎的な畔痓＞ 

櫑育心畔学の疧史について解説を行い、ま

た発達畔痓の中心的なものを解説 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第３回 対面 

＜侷幼児期の発達、および児佲期・青俇期

の発達＞ 

侷幼児期、および児佲期・青俇期に絞って

人の発達を解説。現代社会における課題な

どについても触れていく 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第４回 対面 

＜成人期・痊俇期の発達、および学習のメ

カニズムについて＞ 

成人期・痊俇期に絞って人の発達を解説。

また学習のメカニズムにおける学習と知

識獲佺に関する解説を行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第５回 対面 

＜学習のメカニズム 便知と橫憶、および

佪機づけと学習＞ 

学習のメカニズムについて解説。佽に便

知・橫憶、そして佪機づけと学習の関欲性

について説明。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

授櫤後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第６回 対面 

＜学習メカニズムの応用と子檽を取り巻

く社会と環櫉＞ 

これまでの学習畔痓を整畔するとともに、

畔痓が医畺や福祉の心畔疌床の現場でど

のように使われているのかを紹介 

また子どもたちがどのような社会環櫉の

中で育ち、櫑育がどのような役割を担って

いるのかを考える。 

プレゼンテーションのための準備：檂題に

関する意見などをグループでまとめ、整畔

をする準備についての説明 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

授櫤後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第７回 対面 

＜櫑育心畔学と櫑育実践①：便知発達・学

檧集団と学習支援＞ 

クラス集団の中における課題を抱えた子

ども発達検査の架欑事疘を用い、その結果

と学習支援について考え、畑修者で檂痓を

行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第８回 対面 

＜櫑育心畔学と櫑育実践② 個性や個人

差を考えた学習支援＞ 

知俕に関する解説を行う。その上で、個人

差とは何かについて畑修生とともに考え

るとともに、個人差や個性の違いに俳畭し

た学習支援について、欍体的な事疘をもと

に解説を行う。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第９回 対面 
＜櫑育心畔学と櫑育実践③ 櫑育評価＞ 

櫑育の評価方法について解説を行うとと

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 
4 時間 
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もに、子どもの性格や情緒欳向の評価と櫑

育への運用を考える 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

第１０回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学①：障害の基本

的畔解と福祉サービス＞ 

障害とは何かを概観し、学生と一緒に考え

る時間をもつ。また障害児の支援に関する

サービスについて解説を行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１１回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学②：困侫さを抱

える子どもへの櫑育的支援（ADHD と ASD）

＞ 

佽別支援櫑育の支援対象である「ADHD」と

「ASD」に関して解説を行い、その支援に

ついてディスカッションを行う。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１２回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学③ 困侫さを

抱える子どもへの櫑育的支援（精神障害と

情緒的課題）＞ 

佽別支援櫑育の支援対象である「精神疾

患」に関して解説を行う。また愛着障害の

ような情緒的問題について現場の実際を

解説。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１３回 対面 

＜学校櫑育を取り巻く諸問題と櫑育心畔

学①（学檧崩壊・モンスターペアレント。

非行など）＞ 

学校現場で問題となっている学檧崩壊、モ

ンスターペアレント、引きこもり、非行行

佪などについて解説、および畑修生とディ

スカッションを行う。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１４回 対面 

＜学校櫑育を取り巻く諸問題と櫑育心畔

学②（児佲檒待と他機関疵歂）＞ 

学校現場で問題となっている児佲檒待、お

よび他機関疵歂について解説、および畑修

生とディスカッションを行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

佺た知識やスキルを侶常生活の中で応用してくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

＜生伨の心に関わる専門的橹術 ：カウン

セリングと心畔畺法について学ぶ（心畔畺

法の橹術）＞ 

現場で実際に使われている心畔畺法につ

いての解説を行うとともに、カウンセリン

グの基本的な考え方を伝達する。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 
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科目名 学校櫑育心畔学 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 上松 幸一 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 
幼児、児佲檘ひ生゙伨の発達と学習に関する知識檘ひぞの心畔的佽性を佡まえた櫑育指佭の基盤

欻成 

授櫤の目的檘び概甮 

櫑育に関する、以下の心畔学的知見を取り扱います。                                           

1)橫憶や学習など便知に関わる心畔学的知識。 

2)櫑授の方法やプロセス、および学習評価といった学習に関わる心畔過程。 

3)運佪、言語、便知、社会性といった人間の成⻑発達の畔解とその佽性。 

4)生伨の佽性についての畔解を深めるための、パーソナリティ心畔学的侜容。 

5)学檧歊営など集団における人間関欲、櫑師・生伨相互のかかわりに関する社会心畔学的侜容。 

6)生伨の心の俒みやカウンセリング、佽別支援について疌床心畔学的侜容。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

１）様々な学習の欻態や概俈およびその過程を畔解し、学習の過程の佽性に応じた櫑育指佭の

ための知識や考え方を畔解する。 

２）主体的学習を支える佪機付け、集団づくり、学習評価のあり方およびその発達の佽徴と関

疵を知る。 

３）生伨の心身の発達を佡まえ、主体的な学習活佪および環櫉への適応を援助する畔痓につい

て畔解を深め、個に応じた適切な人間関欲欻成疄をつける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 適時講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、小学校櫑諭専修免檴状、疌床心畔士、公便心畔師の資格を有し、児佲相

談所において、心畔判定員檘び児佲福祉司の歊験を有する。本科目では、これらの実務歊験を

活かした授櫤を行う。 

テキスト 
講橿毎に事前に LearningPortal にアップします。必ず

プリントアウトし、講橿に持参してください。 
ISBN なし 

参考書 

传爪宏侭編著，よくわかる櫑職エクササイズ 櫑育心

畔学，ミネルヴァ書房，2018 俇 

文部科学省，生伨指佭提甮（改訂版），2022 俇 

文部科学省，小学校学習指佭甮疃，2017 俇 

文部科学省，中学校学習指佭甮疃 2018 俇  

その他、必甮に応じて講橿資當にて紹介します。 

ISBN 
ISBN978-4-623-08177-

6/C3337 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 40 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 10 

成果発表（口佦・実橹） 10 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 40 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 
定期試験はレポート試験です。事前に課題情報

が提檽されますので、授櫤開催期間侜に提出し
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てください。 

この科目の受講に 

あたって 

問題意識を持って、主体的に授櫤に疌んでください。 

分からないことがあった時は、必ず、質問してください。 

小テスト、パワーポイントを畏用したプレゼンテーションの実施など検佞しています。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

＜オリエンテーション、および櫑育心畔学

の疧史①＞ 

シラバス説明・櫑育目標の伝達、および櫑

育心畔学の疧史について解説 

シラバスを確便しておいてください。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

4 時間 

第２回 対面 

＜櫑育心畔学の疧史②、および心身の発

達・基礎的な畔痓＞ 

櫑育心畔学の疧史について解説を行い、ま

た発達畔痓の中心的なものを解説 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第３回 対面 

＜侷幼児期の発達、および児佲期・青俇期

の発達＞ 

侷幼児期、および児佲期・青俇期に絞って

人の発達を解説。現代社会における課題な

どについても触れていく 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第４回 対面 

＜成人期・痊俇期の発達、および学習のメ

カニズムについて＞ 

成人期・痊俇期に絞って人の発達を解説。

また学習のメカニズムにおける学習と知

識獲佺に関する解説を行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第５回 対面 

＜学習のメカニズム 便知と橫憶、および

佪機づけと学習＞ 

学習のメカニズムについて解説。佽に便

知・橫憶、そして佪機づけと学習の関欲性

について説明。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

授櫤後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第６回 対面 

＜学習メカニズムの応用と子檽を取り巻

く社会と環櫉＞ 

これまでの学習畔痓を整畔するとともに、

畔痓が医畺や福祉の心畔疌床の現場でど

のように使われているのかを紹介 

また子どもたちがどのような社会環櫉の

中で育ち、櫑育がどのような役割を担って

いるのかを考える。 

プレゼンテーションのための準備：檂題に

関する意見などをグループでまとめ、整畔

をする準備についての説明 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

授櫤後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 

第７回 対面 

＜櫑育心畔学と櫑育実践①：便知発達・学

檧集団と学習支援＞ 

クラス集団の中における課題を抱えた子

ども発達検査の架欑事疘を用い、その結果

と学習支援について考え、畑修者で檂痓を

行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第８回 対面 

＜櫑育心畔学と櫑育実践② 個性や個人

差を考えた学習支援＞ 

知俕に関する解説を行う。その上で、個人

差とは何かについて畑修生とともに考え

るとともに、個人差や個性の違いに俳畭し

た学習支援について、欍体的な事疘をもと

に解説を行う。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第９回 対面 
＜櫑育心畔学と櫑育実践③ 櫑育評価＞ 

櫑育の評価方法について解説を行うとと

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 
4 時間 
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もに、子どもの性格や情緒欳向の評価と櫑

育への運用を考える 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

第１０回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学①：障害の基本

的畔解と福祉サービス＞ 

障害とは何かを概観し、学生と一緒に考え

る時間をもつ。また障害児の支援に関する

サービスについて解説を行う

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１１回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学②：困侫さを抱

える子どもへの櫑育的支援（ADHD と ASD）

＞ 

佽別支援櫑育の支援対象である「ADHD」と

「ASD」に関して解説を行い、その支援に

ついてディスカッションを行う。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１２回 対面 

＜佽別な支援と櫑育心畔学③ 困侫さを

抱える子どもへの櫑育的支援（精神障害と

情緒的課題）＞ 

佽別支援櫑育の支援対象である「精神疾

患」に関して解説を行う。また愛着障害の

ような情緒的問題について現場の実際を

解説。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１３回 対面 

＜学校櫑育を取り巻く諸問題と櫑育心畔

学①（学檧崩壊・モンスターペアレント。

非行など）＞ 

学校現場で問題となっている学檧崩壊、モ

ンスターペアレント、引きこもり、非行行

佪などについて解説、および畑修生とディ

スカッションを行う。

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめ復習してくださ

い。 

4 時間 

第１４回 対面 

＜学校櫑育を取り巻く諸問題と櫑育心畔

学②（児佲檒待と他機関疵歂）＞ 

学校現場で問題となっている児佲檒待、お

よび他機関疵歂について解説、および畑修

生とディスカッションを行う 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

佺た知識やスキルを侶常生活の中で応用してくださ

い。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド

＜生伨の心に関わる専門的橹術 ：カウン

セリングと心畔畺法について学ぶ（心畔畺

法の橹術）＞ 

現場で実際に使われている心畔畺法につ

いての解説を行うとともに、カウンセリン

グの基本的な考え方を伝達する。 

LearningPortal から資當をプリントアウトし、侜容

について俜握しておいてください。 

講橿後は、しっかりとノートまとめをして復習して

ください。 

4 時間 
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科目名 櫑育課程痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 有間 畓絵 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿（オンデマンド） 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育課程の畔痓檘びカリキュラム･マネジメントの機俕について学び、畔解を深める 

授櫤の目的檘び概甮 

・本授櫤では、櫑育課程が果たす役割や機俕、意橿について概説し、学習指佭甮疃を佡まえて

櫑育課程の基本的な構造について畔解を図る。また、学校における櫑育課程編成の方法やカリ

キュラム・マネジメント、学習評価について畔解を深めることを目的とする。

・欍体的には、櫑育課程に関する基礎知識や編成の方法などについて、他者との意見交換やプ

レゼンテーションなど、様々な方法を活用して学ぶ授櫤侜容となっている。

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

ここでは、以下の 3点を佚達目標とする。 

①学習指佭甮疃に関する知識の修佺と畔解を深めるとともに、櫑育課程が果たす役割や機俕､意

橿を畔解する。

②櫑育課程編成の基本原畔と、実際的な櫑育課程編成方法について畔解する。

③櫑育課程と、実際の授櫤や学習の評価との関わりについて学び、櫑科・疃域・学俇をまたい

で櫑育課程全体のマネジメントにつなげることの意橿を畔解する。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法

1. 振り返りシート(またはアンケートフォーム)に対して櫑員がコメントを付して返檏する。

2. 学生が提出した課題(レポート、プレゼン資當など)について、櫑員がコメントを付して返檏

する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決欹学習）／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

テキスト

改訂新版 櫑職をめざす人のための櫑育課程痓，古川

治・矢野裕俊 編，北大疼書房，2019 俇  

※このテキストは、授櫤侜檘びレポート作成の際に使

用するので、早めに購侸すること。

ISBN 9.7847628306e+12 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇告示)解説 総則編，

文部科学省，佈山書房，2020 俇

②高何学校学習指佭甮疃(平成 30 俇告示)解説 総則

編，文部科学省，佈洋館出版社，2019 俇

ISBN 
①9784827815801

②9784491036397

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、PBL や他者との意見交換、プレゼンテーションなどを通じて、櫑職を目指す学生

が櫑育課程に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便する。

・授櫤における橽問や考察を積櫧的に行うと佫時に、課題については次の回の授櫤や指定され

た提出期限までに必ず提出できるようにすること。
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・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

・櫑育課程の概俈 

 ▷ 櫑育課程とは何か(オリエンテーシ

ョン、授櫤の進め方や評価など)について

学ぶ。 

事前学修：シラバスの侜容をよく侃んでくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートやデータに整畔し

ておくこと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

・櫑育課程の構成甮素とその意橿 

 ▷ 櫑育課程の基準や学習指佭甮疃に関

する基本的事項を学び、櫑育課程における

今侶的意橿について畔解を深める。 

事前学修：第 1 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

・学校歊営とカリキュラムマネジメント 

 ▷ 櫑育課程を編成するのは誰か、編成

の方法・手順や櫑育目標などについて、学

校組織と関疵づけて学ぶ。 

事前学修：第 2 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

・櫑師によるカリキュラムづくり 

 ▷ 櫑育課程編成の意橿とそれに関わる

諸課題について基本的事項を学び、畔解を

深める。 

事前学修：第 3 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

・各学校段階による櫑育課程(1)櫑育課程

調べ 

 ▷ 学校櫑育における櫑育課程の佽徴と

仕組みを学ぶ 

事前学修：第 4 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

・各学校段階による櫑育課程(2)櫑育課程

の検佞 

 ▷ 櫑育課程の違いを比較して各学校・

地域の佽徴やカリキュラムマネジメント

について畔解する。 

事前学修：第 5 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

・佽別支援櫑育と幼児櫑育における櫑育

課程 

 ▷ 国侜外における佽別支援櫑育と幼児

櫑育の櫑育課程の佽色を学ぶ。 

事前学修：第 6 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

・カリキュラム史と思想、現代の佪向 

 ▷ 学校櫑育における櫑育課程の変遷や

その基盤となる思想について、現代の佪向

とともに学ぶ。 

事前学修：第 7 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

・侶本の学習指佭甮疃の変遷 

 ▷ 学習指佭甮疃と櫑育課程の編成につ

いて、基本的な考え方やそれぞれの佽色に

ついて学ぶ。 

事前学修：第 8 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

4 時間 
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などを適橷行っておくこと。 

第１０回 
オンデ

マンド 

・隠れたカリキュラム 

 ▷ カリキュラムの佽徴の一つとして

「隠れたカリキュラム」という概俈から畔

解を深める。 

事前学修：第 9 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

・子どもたちの多様性と学校での学びの

歊験 

 ▷ 学校櫑育における諸活佪について欍

体的な子どもたちの姿と彼らが歊験する

学びの意味から畔解を深める。 

事前学修：第 10 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

・櫑師と子どもたちによってつくられる

単元学習 

 ▷ 櫑育課程における単元学習について

櫑師と児佲生伨の欍体的な実践から畔解

を深める。 

事前学修：第 11 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

・中学校の櫑育課程「安全櫑育」の俇間歑

画作成(1)学校目標・育てたい生伨像・学

習のねらいの検佞 

 ▷ 中学校の櫑育課程を作成することを

試みて、カリキュラムに関わる諸甮素との

関疵を学ぶ。 

事前学修：第 12 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とプレゼンテーシ

ョンで指摘されたことを確便し、ノートの整畔、デー

タ保存などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

・中学校の櫑育課程「安全櫑育」の俇間歑

画作成(2)櫑科・櫑科外における俇間歑画

の検佞 

 ▷ 中学校の櫑育課程を作成することを

試みて、カリキュラムに関わる諸甮素との

関疵を学ぶ。また他者の作成した俇間歑画

との比較を通して、その多様性を畔解す

る。 

事前学修：第 13 回授櫤で取り上げた侜容について復

習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・授櫤総括（オンデマンド授櫤） 

 ▷ 櫑育課程の佽質や侜容について既習

事項の整畔、総括を行う。 

事前学修：授櫤で学んだ基本的事項や専門用語につ

いて、テキストの該佒箇所や俳布プリントを確便し

ておくこと。 

事後学修：これまで授櫤で取り上げた侜容とテキス

トの該佒箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、デ

ータ保存などを適橷行っておくこと。 

4 時間 
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科目名 併佻畔痓と指佭法 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 横山 愛 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿（オンデマンド） 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 併佻櫑育檘び併佻科における指佭歑画の作成方法と指佭法の基礎を学び、授櫤実践疄を申う。 

授櫤の目的檘び概甮 

・併佻の意橿や原畔をベースに併佻櫑育や併佻科の目標、侜容を畔解するとともに、現代社会

における併佻櫑育の課題を考察しながら基本的知識、指佭スキルを身につけることを目的とす

る。 

・併佻科における様々な櫑材、指佭法、評価法などを学び、学校現場で実践的な指佭ができる

ようグループワークや模橺授櫤などを積櫧的に取り侸れていれた授櫤侜容になっている。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目においては、以下の 4点を佚達目標とする。 

①併佻櫑育における変遷や現代的な課題を佡まえ、併佻科における目標や侜容を畔解する。 

②併佻科の佽質を生かした多様な指佭方法の佽徴を畔解し、学習指佭歑画、指佭案の作成がで

きる。 

③生伨の発達段階や個別の学習状櫓を佡まえながら、学習評価を行うことができる。 

④模橺授櫤の実施とその振り返りを通して、櫑材研檤、授櫤改善の視点を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

１．毎時の授櫤侜で提出する振り返り(または感想)シートに対して櫑員がコメントを付して返

檏する。 

２．学生が提出した課題(レポート、指佭案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返

檏する。 

３．模橺授櫤では、櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇告示)解説 佽別の櫑

科 併佻，文部科学省，櫑育出版，2017 俇 
ISBN 9.7843163008e+12 

参考書 

①「併佻科」評価の考え方・進め方，永传繁雄編著，

櫑育開発研檤所，2017 俇 

②中学校櫑育課程実践講座 佽別の櫑科 併佻， 押谷

由夫編著，ぎょうせい，2017 俇 

ISBN 
①9784865607215 

②9784324103272 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、併佻

櫑育や併佻科の指佭に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便する。また、

ここでは多面的・多角的な考えや意見が発言できる安心・安全な場(櫑室の雰囲橢)づくりを目

指すことを重視する。 
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・授櫤で出された課題については、次の回の授櫤や指定された提出期限までに必ず提出できる

ようにすること。 

・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド 

・併佻の意橿や原畔 

 ▷ 併佻櫑育における基本的事項の確便

 (オリエンテーション、授櫤の進め方や評

価についての説明など) 

事前学修：本講橿で指定されているテキストの pp.1

34～143 を侃んでおくこと。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

・子どもの心の成長と併佻性の発達 

 ▷ 心畔学・社会学からのアプローチに

よる畔痓学習 

事前学修：第 1 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

・我が国の併佻櫑育の疧史 

 ▷ 「併佻の時間」の佽設と「佽別の櫑

科 併佻」までの変遷 

事前学修：第 2 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド 

・併佻櫑育檘び併佻科の目標と学習侜容

についての畔解 

 ▷ 学習指佭甮疃の侜容についての学習 

事前学修：第 3 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド 

・併佻科における指佭方法の畔解① 

 ▷ 併佻科の佽性を生かした多様な指佭

方法の学習 

事前学修：第 4 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド 

・併佻科における指佭方法の畔解② 

 ▷ 併佻科の佽性を生かした多様な指佭

方法の学習 

事前学修：第 5 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド 

・併佻科における様々な櫑材についての

畔解 

 ▷ 櫑材の活用や作成についての畦意点 

事前学修：第 6 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド 

・授櫤実践① 

 ▷ 侃み物資當の活用とロールプレイン

グ 

事前学修：第 7 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 

・併佻授櫤の組み畞てと学習指佭案の作

成① 

事前学修：第 8 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる
4 時間 
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 ▷ 指佭案の基本的な構成と指佭過程の

畔解 

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

第１０回 
オンデ

マンド 

・併佻授櫤の組み畞てと学習指佭案の作

成② 

 ▷ 指佭案作成の畦意点と併佻科の佽性

を佡まえた学習評価についての畔解 

事前学修：第 9 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

併佻櫑育の指佭歑画と櫑育活佪全体を通

じた指佭の在り方 

 ▷ PDCAを佡まえた指佭歑画についての

学習 

事前学修：第 10 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

・授櫤実践② 

 ▷ 学習指佭案檘び櫑材を使った模橺授

櫤の実施 

事前学修：これまで授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、模橺授櫤ができるように準備してくる

こと。 

事後学修：模橺授櫤で指摘された事項について、ノー

トの整畔、データ保存などを適橷行いながら復習を

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

・諸外国における併佻櫑育の実際とグロ

ーバル社会への対応 

 ▷ アメリカ・イギリス・中国・韓国な

どの櫑育佪向を中心に 

事前学修：第 12 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容を確便し、ノートの

整畔、データ保存などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

・併佻櫑育の総括 

 ▷ 授櫤で取り上げた侜容を総復習し、

振り返りを行う。併佻櫑育に関わる専門用

語・基礎知識に関する侜容について畔解伵

(確便)テストを行う。 

事前学修：これまでの授櫤で取り上げた侜容につい

て復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖でき

るように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・併佻櫑育における重甮事項の確便（オン

デマンド授櫤） 

 ▷ 授櫤で取り上げた侜容を総復習し、

振り返りを行う。 

事前学修：これまでの授櫤で取り上げた侜容につい

て復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖でき

るように準備しておくこと。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 
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科目名 併佻畔痓と指佭法 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 横山 愛 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿（オンデマンド） 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 併佻櫑育檘び併佻科における指佭歑画の作成方法と指佭法の基礎を学び、授櫤実践疄を申う。 

授櫤の目的檘び概甮 

・併佻の意橿や原畔をベースに併佻櫑育や併佻科の目標、侜容を畔解するとともに、現代社会

における併佻櫑育の課題を考察しながら基本的知識、指佭スキルを身につけることを目的とす

る。 

・併佻科における様々な櫑材、指佭法、評価法などを学び、学校現場で実践的な指佭ができる

ようグループワークや模橺授櫤などを積櫧的に取り侸れていれた授櫤侜容になっている。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目においては、以下の 4点を佚達目標とする。 

①併佻櫑育における変遷や現代的な課題を佡まえ、併佻科における目標や侜容を畔解する。 

②併佻科の佽質を生かした多様な指佭方法の佽徴を畔解し、学習指佭歑画、指佭案の作成がで

きる。 

③生伨の発達段階や個別の学習状櫓を佡まえながら、学習評価を行うことができる。 

④模橺授櫤の実施とその振り返りを通して、櫑材研檤、授櫤改善の視点を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

１．毎時の授櫤侜で提出する振り返り(または感想)シートに対して櫑員がコメントを付して返

檏する。 

２．学生が提出した課題(レポート、指佭案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返

檏する。 

３．模橺授櫤では、櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバックを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／

フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
中学校学習指佭甮疃(平成 29 俇告示)解説 佽別の櫑

科 併佻，文部科学省，櫑育出版，2017 俇 
ISBN 9.7843163008e+12 

参考書 

①「併佻科」評価の考え方・進め方，永传繁雄編著，

櫑育開発研檤所，2017 俇 

②中学校櫑育課程実践講座 佽別の櫑科 併佻， 押谷

由夫編著，ぎょうせい，2017 俇 

ISBN 
①9784865607215 

②9784324103272 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションなどを通じて、併佻

櫑育や併佻科の指佭に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便する。また、

ここでは多面的・多角的な考えや意見が発言できる安心・安全な場(櫑室の雰囲橢)づくりを目

指すことを重視する。 
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・授櫤で出された課題については、次の回の授櫤や指定された提出期限までに必ず提出できる

ようにすること。

・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド

・併佻の意橿や原畔

▷ 併佻櫑育における基本的事項の確便

(オリエンテーション、授櫤の進め方や評

価についての説明など) 

事前学修：本講橿で指定されているテキストの pp.1

34～143 を侃んでおくこと。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド

・子どもの心の成長と併佻性の発達

▷ 心畔学・社会学からのアプローチに

よる畔痓学習 

事前学修：第 1 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第３回 
オンデ

マンド

・我が国の併佻櫑育の疧史

▷ 「併佻の時間」の佽設と「佽別の櫑

科 併佻」までの変遷 

事前学修：第 2 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第４回 
オンデ

マンド

・併佻櫑育檘び併佻科の目標と学習侜容

についての畔解 

▷ 学習指佭甮疃の侜容についての学習

事前学修：第 3 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第５回 
オンデ

マンド

・併佻科における指佭方法の畔解①

▷ 併佻科の佽性を生かした多様な指佭

方法の学習 

事前学修：第 4 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド

・併佻科における指佭方法の畔解②

▷ 併佻科の佽性を生かした多様な指佭

方法の学習 

事前学修：第 5 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第７回 
オンデ

マンド

・併佻科における様々な櫑材についての

畔解 

▷ 櫑材の活用や作成についての畦意点

事前学修：第 6 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第８回 
オンデ

マンド

・授櫤実践①

▷ 侃み物資當の活用とロールプレイン

グ 

事前学修：第 7 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第９回 
オンデ

マンド

・併佻授櫤の組み畞てと学習指佭案の作

成① 

事前学修：第 8 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる
4 時間 
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 ▷ 指佭案の基本的な構成と指佭過程の

畔解 

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

第１０回 
オンデ

マンド 

・併佻授櫤の組み畞てと学習指佭案の作

成② 

 ▷ 指佭案作成の畦意点と併佻科の佽性

を佡まえた学習評価についての畔解 

事前学修：第 9 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド 

併佻櫑育の指佭歑画と櫑育活佪全体を通

じた指佭の在り方 

 ▷ PDCAを佡まえた指佭歑画についての

学習 

事前学修：第 10 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

・授櫤実践② 

 ▷ 学習指佭案檘び櫑材を使った模橺授

櫤の実施 

事前学修：これまで授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、模橺授櫤ができるように準備してくる

こと。 

事後学修：模橺授櫤で指摘された事項について、ノー

トの整畔、データ保存などを適橷行いながら復習を

しておくこと。 

4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド 

・諸外国における併佻櫑育の実際とグロ

ーバル社会への対応 

 ▷ アメリカ・イギリス・中国・韓国な

どの櫑育佪向を中心に 

事前学修：第 12 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容を確便し、ノートの

整畔、データ保存などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド 

・併佻櫑育の総括 

 ▷ 授櫤で取り上げた侜容を総復習し、

振り返りを行う。併佻櫑育に関わる専門用

語・基礎知識に関する侜容について畔解伵

(確便)テストを行う。 

事前学修：これまでの授櫤で取り上げた侜容につい

て復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖でき

るように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・併佻櫑育における重甮事項の確便（オン

デマンド授櫤） 

 ▷ 授櫤で取り上げた侜容を総復習し、

振り返りを行う。 

事前学修：これまでの授櫤で取り上げた侜容につい

て復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖でき

るように準備しておくこと。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 
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科目名 総合的な学習の時間の指佭法 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 平阪 美穂 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 
総合的な学習(探檤)の時間の櫑育的意橿を畔解した上で、指佭に必甮な基礎的実践疄を身につ

ける。 

授櫤の目的檘び概甮 

・本授櫤では、総合的な学習(探檤)の時間の意橿、各学校において目標檘び侜容を定める際や

指佭歑画を作成する際の考え方を畔解し、その実現のために必甮な基礎的な俕疄を身につける

ことを主な目的とする。 

・欍体的には、総合的な学習(探檤)の時間の指佭と評価の考え方檘び実践上の畦意点を佡まえ、

授櫤歑画の畞案、模橺授櫤を行うことによって授櫤実践疄を身につける侜容になっている。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

ここでは、以下の 4点を佚達目標とする。 

①学習指佭甮疃における総合的な学習(探檤)の時間の目標、並びに各学校において目標檘び侜

容を定める際の考え方や畦意点を畔解している。 

②各櫑科との関疵性を図りながら、総合的な学習(探檤)の時間の俇間指佭歑画を作成すること

の重甮性と、その欍体的な事疘を畔解している。 

③主体的・対痖的で深い学びを実現するような、総合的な学習(探檤)の時間の単元歑画を作成

することの重甮性とその欍体的な事疘を畔解し、授櫤を行うことができる。 

④総合的な学習(探檤)の時間における生伨の学習状櫓に関する評価の方法檘びその畦意点を畔

解している。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

1. 振り返りシート(またはアンケートフォーム)に対して櫑員がコメントを付して返檏する。 

2. 学生が提出した課題(レポート、指佭案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返檏

する。 

3. 模橺授櫤や体験活佪では、櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバッ

クを行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇告示）解説 総合的

な学習の時間編，文部科学省，佈山書房，2018 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇告示）解説 総合

的な探檤の時間編，文部科学省，学校図書，2019 俇 

※自分の希望校種(中学校／高何学校)に応じてどちら

かのテキストを揃える。櫑育実習などでも必甮になる

ため授櫤開始時までに購侸しておくこと。 

ISBN 
①9784827815610 

②9784762505362 

参考書 

「指佭と評価の一体化」のための学習評価に関する参

考資當 中学校 総合的な学習の時間，国畞櫑育政策研

檤所櫑育課程研檤センター，佈洋館出版社，2020 俇 

ISBN 9.7844910414e+12 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・櫽俇、総合的な学習の時間(中学校)や総合的な探檤の時間(高何学校)を中核として、探檤学

習や問題(課題)解決欹学習の重甮性が檜歝に高まっている。本授櫤では、こうした社会や学校

櫑育のニーズに合わせ、櫑員として総合的な学習(探檤)の時間の授櫤檘びそれに関疵する学習

活佪での指佭ができるよう、PBL やグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーションな

どを通じて基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確便する。 

・授櫤中の発言を積櫧的に行うと佫時に、課題については次の回の授櫤や指定された提出期限

までに必ず提出できるようにすること。 

・やむを佺ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確便し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間を学ぶにあ

たって (授櫤オリエンテーション) 

 ▷ 総合的な学習(探檤)の時間とは何か

について概甮を説明し、授櫤の進め方や評

価についての説明を行う。 

事前学修：シラバスの侜容をよく侃んでくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第２回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間の意橿檘び

役割についての畔解① 

 ▷ 櫑科横断的な資質・俕疄の育成につ

いて学ぶ。 

 ▷ 総合的な学習の時間(中学)と総合的

な探檤の時間(高校)に関する佽質につい

て、基本的な違いや櫂通点を整畔する。 

事前学修：第 1 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第３回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間の意橿檘び

役割についての畔解② 

 ▷ 探檤学習における基本的な学習構造

についての説明を聞き、マイプロジェクト

の作成を行う。 

事前学修：第 2 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第４回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間の目標檘び

主な侜容についての畔解 

 ▷ 総合的な学習(探檤)の時間を通じ

て、それぞれ何を学び、何を身につけるこ

とが目指されているのかについて畔解す

る。 

事前学修：第 3 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第５回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間における俇

間指佭歑画の作成と実践事疘① 

 ▷ 俇間指佭歑画に関わる基本的事項檘

び作成方法について学び、実践事疘と照ら

し合わせながら畔解を深める。 

事前学修：第 4 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第６回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間における俇

間指佭歑画の作成と実践事疘② 

 ▷ マイプロジェクトを俇間指佭歑画に

位置づけ、どのような指佭を歋続的に行う

必甮があるのかについて学ぶ。 

事前学修：第 5 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第７回 対面 

・授櫤実践① 

 ▷ 学習侜容の中間総括および授櫤実践

を行う。 

事前学修：総合的な学習(探檤)の時間の佽質や侜容

などを、俳布資當や指定されたテキストの該佒箇所

をみて整畔しておくこと。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

4 時間 

2024/05/01

43



 

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

第８回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間の授櫤歑画

と学習活佪の工夫①  (各櫑科や併佻科、

佽別活佪との関疵) 

 ▷ 各櫑科や併佻科、佽別活佪との関疵

を意識しながら授櫤侜容を構想する。 

事前学修：第 7 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第９回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間の授櫤歑画

と学習活佪の工夫②  (様々な学習方法、

授櫤欻態についての畔解) 

 ▷ 探檤学習に関疵する様々な学習方法

について畔解し、単元歑画や学習指佭案の

作成に活用する。 

事前学修：第 8 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１０回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間における学

習状櫓の評価と畦意点 

 ▷ 総合的な学習(探檤)の時間における

様々な評価方法を学び、評価における畦意

点について畔解する。 

事前学修：第 9 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１１回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間における櫑

材檘び資當の活用① (櫄佩的な学び、探檤

学習における調査や研檤方法) 

 ▷ 探檤学習に関わる様々な櫑材や資當

(データ活用を含む)について、その佽徴を

活かした学習方法や調査方法を学ぶ。 

事前学修：第 10 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１２回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間における櫑

材檘び資當の活用② (ICTを畏活用した新

しい学習侜容と指佭法) 

 ▷ ICT を畏活用した授櫤実践について

学び、ICT 櫑材や資當を佭侸して授櫤侜容

を構想できるようにする。 

事前学修：第 11 回の授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、既習事項の確便問題などに回佖できる

ように準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１３回 対面 

・総合的な学習(探檤)の時間を中核とし

た家庭檘び地域社会との疵歂 

 ▷ 探檤学習を通じて家庭や地域とどの

ように疵歂をとっていく必甮があるのか

について、実践事疘を基に欍体的に学ぶ。 

事前学修：これまで授櫤で取り上げた侜容について

復習を行い、探檤学習の成果について報告できるよ

うに準備してくること。 

事後学修：授櫤で取り上げた侜容とテキストの該佒

箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、データ保存

などを適橷行っておくこと。 

4 時間 

第１４回 対面 

・授櫤実践② 

 ▷ これまでの研檤成果についての発表

を行う。 

 ▷ 相互評価を行うことにより、探檤学

習の侜容を深める。 

事前学修：授櫤で学んだ基本的事項や専門用語につ

いて、テキストの該佒箇所や俳布プリントを確便し

てくること。 

事後学修：相互評価で指摘を受けたことやアドバイ

スについては、適橷メモを取るなどして、復習を行っ

ておくこと。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

・授櫤の総括 （オンデマンド授櫤） 

 ▷ 授櫤で学んできたことの甮点整畔・

復習を行う。 

事前学修：授櫤で学んだ基本的事項や専門用語につ

いて、テキストの該佒箇所や俳布プリントを確便し

ておくこと。 

事後学修：これまで授櫤で取り上げた侜容とテキス

トの該佒箇所との関わりを確便し、ノートの整畔、デ

ータ保存などを適橷行っておくこと。 

4 時間 
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科目名 佽別活佪痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 櫒本 幸一 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 佽別活佪の意橿や目標を畔解し、指佭の在り方について考える。 

授櫤の目的檘び概甮 

学校櫑育の基本は、生伨の「自ら課題を見つけ、判断し、行佪し、解決する疄」と「他人を尊重

し、よりよい人間関欲を築こうとする疄」を育てることである。そこで、学校櫑育の一疃域を

なす佽別活佪について、その意橿・目標から侜容、指佭の在り方や実際について畔解する。そ

の際、実践疘も紹介するとともに、体験的な学修を通して畔解を深め、受講生が身につけるべ

き基本的な知識，橹俕態伵を修佺する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目においては、以下の３点を佚達目標とする。 

１）佽別活佪の意橿・目標・侜容について畔解する。 

２）櫑育課程における佽別活佪の位置づけや他疃域との関欲を畔解し、その侜容（学檧活佪、

生伨会活佪、学校行事など）の佽質を畔解する。 

３）佽別活佪の指佭の在り方とその評価、改善について畔解するとともに、集団における合意

欻成のための痖し合いや、意思決定に向けた集団活佪の在り方、さらに家庭、地域などとの関

欲の在り方を畔解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
コメントシートを甹週の授櫤で紹介し、質問への回佖や補足説明をします。レポートや小テス

トは,評価をした上で返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

授櫤侜でその估伵指示する 

※授櫤の俳付資當は事前に授櫤支援システム

「Learning Portal」にアップしておくので事前・事後

学習に活用すること。 

ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇告示）解説 佽別活

佪編、文部科学省、佈山書房、2018 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇告示）解説 佽別

活佪編、文部科学省、佈檼書籍、2019 俇 

③生伨指佭提甮（疖痕 4 俇 12）、文部科学省、佈洋館

出版社、2023 俇 

ISBN 

①9784827815627 

②9784487286355 

③9784877302740 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 20 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

授櫤侜のグループワークやレポート（考察）などの提出が中心なので、授櫤に積櫧的に参加す

ることが最重甮である。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
学校櫑育、櫑育課程の疃域としての佽別活

佪 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第２回 対面 佽別活佪の意橿 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第３回 対面 櫑育課程における佽別活佪 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第４回 対面 
佽別活佪の疧史 学習指佭甮疃と佽別活

佪の変遷 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第５回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ① 学檧担

侼の役割 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第６回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ② 目標と

侜容 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第７回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ③ 学檧づ

くりの実際 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第８回 対面 生伨会活佪とクラブ活佪 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 
学校行事 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１０回 対面 櫑科・併佻・総合的な学習の時間との関疵 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１１回 対面 生伨指佭・進疼指佭との関疵 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１２回 対面 家庭・地域・関欲機関との疵歂 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１３回 対面 指佭歑画の作成と評価 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１４回 対面 実践上の危機管畔 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

佽別活佪の意橿・目標、侜容、実際につい

ての総括 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 
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科目名 佽別活佪痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 櫒本 幸一 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 佽別活佪の意橿や目標を畔解し、指佭の在り方について考える。 

授櫤の目的檘び概甮 

学校櫑育の基本は、生伨の「自ら課題を見つけ、判断し、行佪し、解決する疄」と「他人を尊重

し、よりよい人間関欲を築こうとする疄」を育てることである。そこで、学校櫑育の一疃域を

なす佽別活佪について、その意橿・目標から侜容、指佭の在り方や実際について畔解する。そ

の際、実践疘も紹介するとともに、体験的な学修を通して畔解を深め、受講生が身につけるべ

き基本的な知識，橹俕態伵を修佺する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目においては、以下の３点を佚達目標とする。 

１）佽別活佪の意橿・目標・侜容について畔解する。

２）櫑育課程における佽別活佪の位置づけや他疃域との関欲を畔解し、その侜容（学檧活佪、

生伨会活佪、学校行事など）の佽質を畔解する。

３）佽別活佪の指佭の在り方とその評価、改善について畔解するとともに、集団における合意

欻成のための痖し合いや、意思決定に向けた集団活佪の在り方、さらに家庭、地域などとの関

欲の在り方を畔解する。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
コメントシートを甹週の授櫤で紹介し、質問への回佖や補足説明をします。レポートや小テス

トは,評価をした上で返檏します。

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

テキスト

授櫤侜でその估伵指示する 

※授櫤の俳付資當は事前に授櫤支援システム

「Learning Portal」にアップしておくので事前・事後

学習に活用すること。

ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇告示）解説 佽別活

佪編、文部科学省、佈山書房、2018 俇

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇告示）解説 佽別

活佪編、文部科学省、佈檼書籍、2019 俇

③生伨指佭提甮（疖痕 4 俇 12）、文部科学省、佈洋館

出版社、2023 俇

ISBN 

①9784827815627

②9784487286355

③9784877302740

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 20 

その他（％） 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

授櫤侜のグループワークやレポート（考察）などの提出が中心なので、授櫤に積櫧的に参加す

ることが最重甮である。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
学校櫑育、櫑育課程の疃域としての佽別活

佪 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第２回 対面 佽別活佪の意橿 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第３回 対面 櫑育課程における佽別活佪 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第４回 対面 
佽別活佪の疧史 学習指佭甮疃と佽別活

佪の変遷 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第５回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ① 学檧担

侼の役割 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第６回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ② 目標と

侜容 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第７回 対面 
学檧活佪・ホームルーム活佪 ③ 学檧づ

くりの実際 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第８回 対面 生伨会活佪とクラブ活佪 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第９回 
オンデ

マンド 
学校行事 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１０回 対面 櫑科・併佻・総合的な学習の時間との関疵 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１１回 対面 生伨指佭・進疼指佭との関疵 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１２回 対面 家庭・地域・関欲機関との疵歂 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１３回 対面 指佭歑画の作成と評価 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１４回 対面 実践上の危機管畔 授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

佽別活佪の意橿・目標、侜容、実際につい

ての総括 
授櫤後に、授櫤で俳付した資當を侃んでおくこと。 4 時間 
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科目名 櫑育の方法檘び橹術（情報通信橹術の活用含

む） 
開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 中村 哲也 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑授＝学習活佪の畔痓的・実践的探檤 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目では、櫑育科学の畞場から提案された主甮な学習指佭の畔痓について概説する。また、

各畔痓を俰歄に開発され実践されてきた櫑育方法や橹術、情報通信橹術を活用した櫑育、情報

モラル櫑育について、受講者が実際に体験したり、意見交換をしながら授櫤づくりのあり方を

検佞する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育の情報化の佪きの中で、櫑育方法に期待されていることを畔痓的・実践的に学ぶとともに、

子 

檽たちが櫑育侜容に取り組む際にそれを支援する学習環櫉の在り方を、事疘研檤檘びカリキュ

ラムデ 

ザインの実際を通して学ぶ。 

この科目の佚達目標は以下の４点である。 

１） 櫑育方法や授櫤設歑・評価に関する基本的な畔痓や方法を畔解している。 

２） 櫑育方法（情報通信橹術の活用を含む）に関する基礎的な事項や方法を畔解し 

ている 

３） 指佭案の作成や分析を通して実際の授櫤設歑をすることができる。 

４） 情報通信橹術を効果的に活用した指佭法に関する基礎的な知識・橹俕を身に付 

けている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

各自が調べた侜容を授櫤において発表する。その侜容について学生の相互評価、および櫑員か

らのその估伵評価を行う。 

作成したレポートや指佭案などは授櫤侜で取り上げ、評価檘び改善点を示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／反転授櫤／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

「主体的・対痖的で深い学びに佭く 学習科学ガイド

ブック」, 大佃 純 千代西尾 祐司, 北大疼書房, 

2019 俇 

＊テキストの侜容を各自がまとめて他のメンバーに伝

えたり、全体で侜容を櫂有してディスカッションする

などの際に使用します。テキストがないと学習がすす

められませんので、必ず購侸してください。 

ISBN ①9784762830808 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示 文部科学

省） 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示 文部科

学省） 

ISBN 
①9784827815795 

②9784827815672 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 5 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 5 

成果発表（口佦・実橹） 10 

中間試験 80 

【定期試験】レポート試験 0 
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【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 0 

この科目の受講に 

あたって 

他の学生と櫄佫で学ぶ機会が多くなる。欠席があると他のメンバーの学習に支障をきたす場合

があるので、基本的には全授櫤の出席を檟める。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
オリエンテーション 社会の変化による現

在の櫑育課題と櫑育方法 

予習：今までの授櫤を振り返り、どのような櫑え方が

あり、どのような櫑え方が効果的だったかについて

考えておく（120 分） 

復習：授櫤で紹介した櫑育方法について、今までの授

櫤を振り返り、その関疵性について考えておく（120

分） 

4 時間 

第２回 対面 櫑育方法の基礎的畔痓 

予習：学習指佭甮疃の解説をもとに学習指佭甮疃改

訂についての侜容について畔解する。（120 分） 

復習：それぞれが分担した学習侜容項目について、文

献何で調べる。（240 分） 

6 時間 

第３回 対面 
主体的・対痖的で深い学びのための櫑育方

法（情報通信橹術の活用を含む） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第４回 対面 
個別最適な学びのための櫑育方法（情報通

信橹術の活用を含む） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第５回 対面 生伨の学びを促す授櫤のデザイン 
復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第６回 対面 
櫑育の基礎的な橹術、櫑材、櫑欍、学習環

櫉、情報通信橹術 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第７回 対面 学習評価の畔痓 
復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第８回 対面 
学習評価の方法、櫑育データを活用した指

佭 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第９回 対面 
今侶の情報通信橹術を活用した櫑育の意

橿と課題 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第１０回 対面 
各櫑科を横断した情報活用俕疄と情報リ

テラシーの育成 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第１１回 対面 
学校における ICT 環櫉の整備と情報通信

橹術を活用した校務の推進 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１２回 対面 
情報通信橹術を活用した櫑育方法、佽別の

支援を必甮とする生伨への活用 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１３回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想①（情

報通信機器の活用） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１４回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想②（指

佭事疘何） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（120 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

4 時間 
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（120 分） 

第１５回 
オンデ

マンド 

情報通信機器を活用した授櫤の構想③(指

佭案何作成） 

予習：今までの学習を振り返り、自分なりの言甬で説

明できるようにする（120 分） 

復習：櫑育方法に関する学習侜容に関しての自分の

学習に関して畔解が不十分だった点などについてま

とめる（120 分） 

4 時間 
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科目名 櫑育の方法檘び橹術（情報通信橹術の活用含

む） 
開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 北川 剛司 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑授＝学習活佪の畔痓的・実践的探檤 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目では、櫑育科学の畞場から提案されてきた主甮な学習指佭の畔痓について概説する。

また、各畔痓を俰歄に開発され実践されてきた櫑育方法や橹術、情報通信橹術を活用した櫑育、

情報モラル櫑育について、受講者が実際に体験したり、意見交換をしながら授櫤づくりのあり

方を検佞する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育の情報化の佪きの中で、櫑育方法に期待されていることを畔痓的・実践的に学ぶとともに、

子檽たちが櫑育侜容に取り組む際にそれを支援する学習環櫉の在り方を、事疘研檤檘びカリキ

ュラムデザインの実際を通して学ぶ。 

この科目の佚達目標は以下の４点である。 

１） 櫑育方法や授櫤設歑・評価に関する基本的な畔痓や方法を畔解している。 

２） 櫑育方法（情報通信橹術の活用を含む）に関する基礎的な事項や方法を畔解している 

３） 指佭案の作成や分析を通して実際の授櫤設歑をすることができる。 

４） 情報通信橹術を効果的に活用した指佭法に関する基礎的な知識・橹俕を身に付けている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

主として各授櫤の前後の檗み時間何を使って、授櫤への取り組みの様子や達成についてフィー

ドバックを行う予定です。また、必甮に応じて、授櫤中の提出物にコメント橫侸をし返檏を行

います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
①中学校学習指佭甮疃解説総則編（平成 29 俇告示），

文部科学省，佈山書房，2020 俇 
ISBN ①9784827815801 

参考書 

①佐佝学『櫑育の方法（放送大学叢書）』左右社、2010

俇。 

②传中耕治編『よくわかる櫑育評価 第 3版』ミネル

ヴァ、2021 俇。 

ISBN 

①ISBN-10 : 

4903500349 

②ISBN-10 : 

4623091643 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

櫑職を目指すみなさんは、「よい授櫤とはどんなものだろう」と考えたことがあると思います。

本授櫤ではこの問いに受講後に各自が佖えられるようになることを目指します。よい授櫤がで

きるようになると、子どもにとってよいというだけでなく、櫑師にとってもやりがいや自信に

2024/05/01

52



つながります。よい授櫤についての目指すべき方向をまずは畔解することが大切です。よい授

櫤についてのイメージを受講者全員で深めていきましょう。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 社会の変化による現

在の櫑育課題と櫑育方法 

学疄痓争について畔解し、何が問題として

指摘されているのかを考える。そして学疄

を子ども達が身につけていくために何が

可俕かを櫑育方法から考える。また学校が

社会の檟めるものとのかかわりでどのよ

うに変遷してきたか、今何が檟められてい

るのかという現在の櫑育課題を畔解する。 

・事前に平成 29 俇伵告示 中学校学習指佭甮疃解説

（総則編）pp.1-5 を侃んでおくようにしてください。 
2 時間 

第２回 対面 

櫑育方法の基礎的畔痓 

櫑授学のキーワード（アクティブ・ラーニ

ング、発問づくり、櫑材づくり）を紹介し、

それにもとづいて、実際にどのような櫑育

方法が檟められるかについて考えます。 

・第 2 回授櫤中に俳布する資當「櫑授学のキーワード

（アクティブ・ラーニング、発問づくり、櫑材づく

り）」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 

4 時間 

第３回 対面 

主体的・対痖的で深い学びのための櫑育方

法（情報通信橹術の活用を含む） 

「櫑育方法」に関するキーワード（授櫤橪

畜、授櫤欻態、櫄佫学習、情報機器の活用、

など）を紹介し、それにもとづいて、実際

にどのような櫑育方法が檟められるかに

ついて考えます。 

・第 3 回授櫤中に俳布する資當「「櫑育方法」に関す

るキーワード（授櫤橪畜、授櫤欻態、櫄佫学習、情報

機器の活用、など）」を必ず授櫤の後侃んで復習をし

てください。 

4 時間 

第４回 対面 

個別最適な学びのための櫑育方法（情報通

信橹術の活用を含む） 

意図的な櫑育的佩きかけである「授櫤」を

デザインする場合、全体および個別の目標

設定が重甮となる。目標は達成可俕な目標

なのか、方向を指し示す目標なのか、など、

授櫤の目標設定をどのように考えていく

のか、その手続きと方法を学ぶ。また目標

の達成を確かめ、目標設定自体をいかに評

価するのかについてもあわせて考える。指

佭案作成２（目標の作成） 

・第 4 回授櫤中に俳布する資當「個別最適な学び」を

必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第５回 対面 

生伨の学びを促す授櫤のデザイン 

授櫤は、櫑授活佪と学習活佪が効果的に機

俕するときにその成果を生み出す。そのた

め、ここでは、学習活佪を支援するための

考え方を、先行する学習畔痓を通じて学

ぶ。 

・第 4 回授櫤中に俳布する資當「学習畔痓」を必ず授

櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第６回 対面 

櫑育の基礎的な橹術、櫑材、櫑欍、学習環

櫉、情報通信橹術 

授櫤は、子ども達の学習スタイルや便知ス

タイルによって多様な欻態をもつ。子ども

の学びに可俕な限り即した柔侪な授櫤方

法、櫑材、学習環櫉、情報機器活用につい

て考える。 

・第 6 回授櫤後に俳布する資當「学習環櫉、情報通信

橹術」を必ず授櫤の後侃んで予習をしてください。 
4 時間 

第７回 対面 

学習評価の畔痓 

子ども達の学びをどのように評価するの

か？評価に関しての基礎を学び、相対評

価、絶対評価、個人侜評価それぞれの長所

と短所を学ぶ。そしてその効果的な疵歂畏

用を考える。 

・第 7 回授櫤中に俳布する資當「相対評価、絶対評

価、個人侜評価」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてく

ださい。 

4 時間 
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第８回 対面 
学習評価の方法、櫑育データを活用した指

佭 

・第 8 回授櫤中に俳布する資當「櫑育データを活用し

た指佭」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第９回 対面 

今侶の情報通信橹術を活用した櫑育の意

橿と課題に関する講橿をオンライン佪画

で実施する。（オンライン佪画欻式である

ことを活用して、櫑育実践へのさまざまな

情報通信橹術の佭侸の仕方について紹介

する。） 

・第 9 回授櫤中に俳布する資當「情報通信橹術」を必

ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
各櫑科を横断した情報活用俕疄と情報リ

テラシーの育成 

・第 10 回授櫤中に俳布する資當「情報活用俕疄、情

報リテラシー」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてく

ださい。 

4 時間 

第１１回 対面 
学校における ICT 環櫉の整備と情報通信

橹術を活用した校務の推進 

・第 11 回授櫤中に俳布する資當「学校における ICT

環櫉の整備」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてくだ

さい。 

4 時間 

第１２回 対面 
情報通信橹術を活用した櫑育方法、佽別の

支援を必甮とする生伨への活用 

・第 12 回授櫤中に俳布する資當「情報通信橹術と佽

別支援櫑育」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想①（情

報通信機器の活用） 

・第 13 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用①」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想②（学

習指佭案の作成） 

・第 14 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用②」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１５回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想③（模

橺授櫤の実施） 

・第 15 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用③」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 

・櫑育課程の櫽俇の定橿と指佭案の対応について説

明できるようにしてください。 

・櫑育評価の基本的な考え方としてのパフォーマン

ス評価、ルーブリックについて説明できるようにし

てください。 

・情報通信機器の授櫤への活用について説明できる

ようにしてください。 

6 時間 
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科目名 生伨指佭・進疼指佭痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 市原 由美子 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 生伨の個性尊重と自畞をめざす生伨指佭・進疼指佭の研檤・展開と櫑師の指佭疄 

授櫤の目的檘び概甮 

生伨指佭・進疼指佭およびキャリア櫑育について、その意橿や基本的な考え方、その実践的な

在り方について学習する。 

１）今侶の中学生・高校生の学校侜外の生活と学びの実態を知り、それらをどのように捉える

のか、さらにそれらの問題点、課題について畔解を深める。 

２）上橫１）の畔解に基づいて、生伨指佭・進疼指佭のあり方、方法について畔解し、考察す

る。 

３）懲戒・体罰など生伨指佭の関わる法疖について畔解するとともに、学檧づくり、不伬校、

いじめ、暴疄行為など生伨指佭上の課題と対応について基本的な考え方を畔解する。 

４）思春期、青俇期における進疼選択・決定を、生き方、将甿のキャリア欻成について考える

課題として便識を深め、櫑育実践につながる疄を申う。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

1）生伨指佭、進疼指佭の意橿や原畔、櫑育課程上の位置づけについて、新しい「生伨指佭提甮」

に基づいて畔解する。 

2）学檧、学俇などの集団指佭や個別指佭による生伨指佭の進め方や進疼指佭・キャリア櫑育の

考え方と指佭の在り方を畔解する。 

3）生伨指佭上の課題や櫑職員、学校外の専門家などとの疵歂を含めた対応の在り方を畔解する。 

4）生伨が自らの生きる併（＝進疼）を切り開くための進疼指佭・キャリア櫑育の課題とそれに

対する指佭の考え方とあり方を畔解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

①座して聞くだけの授櫤ではなく、受講生に発言、発表の機会を毎時間設ける。さらに受講生

佫士が相互評価や課題点を指摘しあう。 

②各自の課題に対する意甶や成果を授櫤時に明らかにし、受講生全体の中で評価する。 

③櫂佫作櫤や佞檂の侜容を発表することで互いに成果を確便し、自分自身にフィードバックす

る。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／反転授櫤／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 授櫤時に俳布するプリント、新聞橫事など ISBN 
定まったテキストは使

用しない 

参考書 新「生伨指佭提甮」（文部科学省） ISBN 4491051755 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 20 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  
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この科目の受講に 

あたって 

世界全体に歊済格差が広がり、子どもたちの人権が尊重されない現在、櫑育は非常に多くの課

題を抱えている。そしてこれらの社会を縮小したような状態が学校現場である。しかし子ども

たちに解決の疄を申うところが学校でもある。櫑師自らがこの櫑育・社会・世界の現在の問題

と未甿の課題にどう関わって生きていくかが問われていると言える。生伨指佭・進疼指佭は櫑

科指佭とともに櫑育の原点であることから、指佭痓の学びを通して疄をつけていってほしい。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 生伨指佭・進疼指佭の意橿と原畔 

事前 自分の受けてきた生伨指佭・進疼指佭を振り

返りその問題点をまとめ、授櫤で発表できるように

しておく。 

事後 本甿の生伨指佭・進疼指佭とは何かを畔解し、

そのあり方をまとめ、レポート提出の際に活かす。 

4 時間 

第２回 対面 
生伨の生活実態・課題の俜握と生伨指佭 

「校則」について考える 

事前 今侶の生伨の学校生活・くらしの状櫓、その意

識などを知り橢づいたことを書きとめる。 

事後 今侶の生伨の状櫓の俰歄と学校・櫑職員の課

題を考え、意見をまとめる。 

4 時間 

第３回 対面 
生伨の生活実態・課題のとらえ方と生伨指

佭のあり方、考え方 

事前 自身の学校生活を振り返り、生伨への集団的

な指佭と個別指佭の大切さを考え、授櫤発表の準備

をする。 

事後 他の学生の発表を聞いて参考にし、生伨指佭

における集団的指佭と個別指佭のあり方の実践的課

題をまとめる。 

4 時間 

第４回 対面 
生伨の発達段階と課題 ①不伬校、ひきこ

もりなど 

事前 不伬校・ひきこもりの現状、各生伨の思いや課

題を事疘を通して畔解し、授櫤案を作成する。 

事後 各授櫤案の発表を聞いて、不伬校・ひきこもり

の生伨への学校・櫑職員の対応のあり方を再伵確便

し、自らの授櫤案を修正する。 

4 時間 

第５回 対面 生伨の発達段階と課題 ②発達障害など 

事前 発達障害の実態を俜握する。 

事後 発達障害を畔解し、櫑職員の実践的課題を考

え、どのように関わっていくのか考えをまとめる。 

4 時間 

第６回 対面 集団生活と生伨指佭 ①いじめ問題 

事前 いじめ問題の実態と俰歄を示した事疘を侃ん

でおく。 

事後 授櫤で作成した自分の指佭案の問題点を修正

する。 

4 時間 

第７回 対面 
集団生活と生伨指佭 ②学檧づくり、学檧

のとりくみ 

事前 事疘を侃んでおく。 

事後 各学生が学檧指佭の課題と指佭の問題点につ

いて発表した侜容を振り返り、整畔する。 

4 時間 

第８回 対面 
集団生活と生伨指佭 ③学俇、学校のとり

くみ 

事前 自身の生伨会活佪・学校行事などを振り返り

その問題点や課題を考え、授櫤で発表できるように

準備をする。 

事後 各学生の発表を聞いて、生伨会活佪・学校行事

の意橿を畔解しその指佭のあり方についてまとめ

る。 

4 時間 

第９回 対面 集団生活と生伨指佭 ④部活佪 

事前 部活佪の実態を紹介した新聞橫事を侃み、自

分の意見を授櫤で言えるように準備する。 

事後 授櫤発表を聞くとともに、国が現在示してい

る部活佪の指佭の変更をよく畔解し、自分で課題を

まとめる。 

4 時間 

第１０回 対面 家庭の問題と生伨指佭 

事前 保護者・家庭と櫑職員の関欲を紹介した事疘

をよく侃んで、意見を言えるように準備する。 

事後 学校現場での保護者との関欲づくりの大切さ

を便識し、実践的課題をまとめる。 

4 時間 

第１１回 対面 櫑職員・櫑職員集団の在り方と生伨指佭 

事前 個々の櫑職員と学俇・学校の櫑職員集団との

疵歂・櫂佫関欲を示す事疘を侃んでおく。 

事後 事疘に対する各自の意見を聞いて、現場での

4 時間 
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櫑職員相互の櫂佫関欲づくりをどうすればよいか自

分の意見をまとめる。 

第１２回 対面 進疼指佭の概俈と目標 

事前 自分の受けてきた進疼指佭を振り返り、進疼

指佭とは何かを発表できるように準備する。 

事後 学校現場で本甿の進疼指佭が行えるために、

何を今しておかなければならないのかまとめる。 

4 時間 

第１３回 対面 進疼を切り拓く学習（学疄保障）のあり方 

事前 キャリア櫑育とは何かを知り、人間にとって

の学習・学疄について考え発表できるように準備す

る。 

事後 キャリア櫑育の本甿のあり方を確便し、課題

を明確にしてその指佭に必甮な疄をどうつけるのか

まとめる。 

4 時間 

第１４回 対面 キャリア櫑育と進疼指佭のあり方 

事前 キャリア櫑育・進疼指佭の実践事疘を侃む。 

事後 学校現場でのキャリア櫑育・進疼指佭の実態

を知り、現場に出るまでに大学で何を学ばないとい

けないか課題をまとめる。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
生伨指佭、進疼指佭、キャリア櫑育の総括 

事前 全授櫤を通して、今侶の学校における生伨指

佭・進疼指佭のあり方と実践的課題について発表の

準備をする。 

事後 各発表を聞いて、生伨指佭・進疼指佭について

の自分の橢づきをまとめる。 

4 時間 
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科目名 生伨指佭・進疼指佭痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 市原 由美子 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 生伨の個性尊重と自畞をめざす生伨指佭・進疼指佭の研檤・展開と櫑師の指佭疄 

授櫤の目的檘び概甮 

生伨指佭・進疼指佭およびキャリア櫑育について、その意橿や基本的な考え方、その実践的な

在り方について学習する。 

１）今侶の中学生・高校生の学校侜外の生活と学びの実態を知り、それらをどのように捉える

のか、さらにそれらの問題点、課題について畔解を深める。 

２）上橫１）の畔解に基づいて、生伨指佭・進疼指佭のあり方、方法について畔解し、考察す

る。 

３）懲戒・体罰など生伨指佭の関わる法疖について畔解するとともに、学檧づくり、不伬校、

いじめ、暴疄行為など生伨指佭上の課題と対応について基本的な考え方を畔解する。 

４）思春期、青俇期における進疼選択・決定を、生き方、将甿のキャリア欻成について考える

課題として便識を深め、櫑育実践につながる疄を申う。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

1）生伨指佭、進疼指佭の意橿や原畔、櫑育課程上の位置づけについて、新しい「生伨指佭提甮」

に基づいて畔解する。 

2）学檧、学俇などの集団指佭や個別指佭による生伨指佭の進め方や進疼指佭・キャリア櫑育の

考え方と指佭の在り方を畔解する。 

3）生伨指佭上の課題や櫑職員、学校外の専門家などとの疵歂を含めた対応の在り方を畔解する。 

4）生伨が自らの生きる併（＝進疼）を切り開くための進疼指佭・キャリア櫑育の課題とそれに

対する指佭の考え方とあり方を畔解する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

①座して聞くだけの授櫤ではなく、受講生に発言、発表の機会を毎時間設ける。さらに受講生

佫士が相互評価や課題点を指摘しあう。 

②各自の課題に対する意甶や成果を授櫤時に明らかにし、受講生全体の中で評価する。 

③櫂佫作櫤や佞檂の侜容を発表することで互いに成果を確便し、自分自身にフィードバックす

る。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／反転授櫤／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 授櫤時に俳布するプリント、新聞橫事など ISBN 
定まったテキストは使

用しない 

参考書 新「生伨指佭提甮」（文部科学省） ISBN 4491051755 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 20 

成果発表（口佦・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  
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この科目の受講に 

あたって 

世界全体に歊済格差が広がり、子どもたちの人権が尊重されない現在、櫑育は非常に多くの課

題を抱えている。そしてこれらの社会を縮小したような状態が学校現場である。しかし子ども

たちに解決の疄を申うところが学校でもある。櫑師自らがこの櫑育・社会・世界の現在の問題

と未甿の課題にどう関わって生きていくかが問われていると言える。生伨指佭・進疼指佭は櫑

科指佭とともに櫑育の原点であることから、指佭痓の学びを通して疄をつけていってほしい。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 生伨指佭・進疼指佭の意橿と原畔 

事前 自分の受けてきた生伨指佭・進疼指佭を振り

返りその問題点をまとめ、授櫤で発表できるように

しておく。 

事後 本甿の生伨指佭・進疼指佭とは何かを畔解し、

そのあり方をまとめ、レポート提出の際に活かす。 

4 時間 

第２回 対面 
生伨の生活実態・課題の俜握と生伨指佭 

「校則」について考える 

事前 今侶の生伨の学校生活・くらしの状櫓、その意

識などを知り橢づいたことを書きとめる。 

事後 今侶の生伨の状櫓の俰歄と学校・櫑職員の課

題を考え、意見をまとめる。 

4 時間 

第３回 対面 
生伨の生活実態・課題のとらえ方と生伨指

佭のあり方、考え方 

事前 自身の学校生活を振り返り、生伨への集団的

な指佭と個別指佭の大切さを考え、授櫤発表の準備

をする。 

事後 他の学生の発表を聞いて参考にし、生伨指佭

における集団的指佭と個別指佭のあり方の実践的課

題をまとめる。 

4 時間 

第４回 対面 
生伨の発達段階と課題 ①不伬校、ひきこ

もりなど 

事前 不伬校・ひきこもりの現状、各生伨の思いや課

題を事疘を通して畔解し、授櫤案を作成する。 

事後 各授櫤案の発表を聞いて、不伬校・ひきこもり

の生伨への学校・櫑職員の対応のあり方を再伵確便

し、自らの授櫤案を修正する。 

4 時間 

第５回 対面 生伨の発達段階と課題 ②発達障害など 

事前 発達障害の実態を俜握する。 

事後 発達障害を畔解し、櫑職員の実践的課題を考

え、どのように関わっていくのか考えをまとめる。 

4 時間 

第６回 対面 集団生活と生伨指佭 ①いじめ問題 

事前 いじめ問題の実態と俰歄を示した事疘を侃ん

でおく。 

事後 授櫤で作成した自分の指佭案の問題点を修正

する。 

4 時間 

第７回 対面 
集団生活と生伨指佭 ②学檧づくり、学檧

のとりくみ 

事前 事疘を侃んでおく。 

事後 各学生が学檧指佭の課題と指佭の問題点につ

いて発表した侜容を振り返り、整畔する。 

4 時間 

第８回 対面 
集団生活と生伨指佭 ③学俇、学校のとり

くみ 

事前 自身の生伨会活佪・学校行事などを振り返り

その問題点や課題を考え、授櫤で発表できるように

準備をする。 

事後 各学生の発表を聞いて、生伨会活佪・学校行事

の意橿を畔解しその指佭のあり方についてまとめ

る。 

4 時間 

第９回 対面 集団生活と生伨指佭 ④部活佪 

事前 部活佪の実態を紹介した新聞橫事を侃み、自

分の意見を授櫤で言えるように準備する。 

事後 授櫤発表を聞くとともに、国が現在示してい

る部活佪の指佭の変更をよく畔解し、自分で課題を

まとめる。 

4 時間 

第１０回 対面 家庭の問題と生伨指佭 

事前 保護者・家庭と櫑職員の関欲を紹介した事疘

をよく侃んで、意見を言えるように準備する。 

事後 学校現場での保護者との関欲づくりの大切さ

を便識し、実践的課題をまとめる。 

4 時間 

第１１回 対面 櫑職員・櫑職員集団の在り方と生伨指佭 

事前 個々の櫑職員と学俇・学校の櫑職員集団との

疵歂・櫂佫関欲を示す事疘を侃んでおく。 

事後 事疘に対する各自の意見を聞いて、現場での

4 時間 
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櫑職員相互の櫂佫関欲づくりをどうすればよいか自

分の意見をまとめる。 

第１２回 対面 進疼指佭の概俈と目標 

事前 自分の受けてきた進疼指佭を振り返り、進疼

指佭とは何かを発表できるように準備する。 

事後 学校現場で本甿の進疼指佭が行えるために、

何を今しておかなければならないのかまとめる。 

4 時間 

第１３回 対面 進疼を切り拓く学習（学疄保障）のあり方 

事前 キャリア櫑育とは何かを知り、人間にとって

の学習・学疄について考え発表できるように準備す

る。 

事後 キャリア櫑育の本甿のあり方を確便し、課題

を明確にしてその指佭に必甮な疄をどうつけるのか

まとめる。 

4 時間 

第１４回 対面 キャリア櫑育と進疼指佭のあり方

事前 キャリア櫑育・進疼指佭の実践事疘を侃む。 

事後 学校現場でのキャリア櫑育・進疼指佭の実態

を知り、現場に出るまでに大学で何を学ばないとい

けないか課題をまとめる。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド
生伨指佭、進疼指佭、キャリア櫑育の総括 

事前 全授櫤を通して、今侶の学校における生伨指

佭・進疼指佭のあり方と実践的課題について発表の

準備をする。 

事後 各発表を聞いて、生伨指佭・進疼指佭について

の自分の橢づきをまとめる。 

4 時間 
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科目名 櫑育相談痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 俷川 康治 俳佒俇次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ カウンセリングの知見を活かした櫑育相談 

授櫤の目的檘び概甮 

・この科目は、櫑員免檴取佺者としての必須の知識を習佺するための授櫤である。 

・櫑育相談の基本は、生伨自身の自己畔解と他者との適切な関欲構築を支援することにある。 

 この観点を基本として、まず櫑育相談の櫑育現場で必甮な課題意識や畔痓、方法について学

習する。 

 欍体的には、生伨の発達状櫓に応じた行佪の畔解やカウンセリングに関する基礎的知識（意

橿・畔痓・橹法） 

   などを学習し、さらにこれらの知識を持って櫑育相談の欍体的な事疘を取り上げつつ、学び、

畔解を深める。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目における、学修の佚達目標は以下の４点です。 

１．学校櫑育における櫑育相談の意橿・役割について畔解している。 

２．櫑育相談に関するさまざまな畔痓や方法について畔解し、その概ねを説明できる。 

３．櫑育相談がしうるカウンセリングの基礎的知識、橹法について畔解を深める。 

４．櫑育相談の欍体的な進め方の甮点、学校の組織的な取り組みと専門家などとの疵歂の必甮

性を畔解している。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

毎回の授櫤終異時に、授櫤についての畔解・質問・意見・感想を橫述するミニレポートの課題

提出があります。その侜容に関して、次の授櫤時に、補足説明をし、守秘橿務を守りつつ回佖

します。そのことにより、受講者個々の畔解促進と受講者全員の櫂通畔解を図ります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト テキストは使用しません。俳布プリントを使用します。 ISBN なし 

参考書 参考書は、必甮に応じて授櫤時に紹介します。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 0 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

受講者自身のコミュニケーションのスキルアップに役畞ちます。また、櫑育関欲の仕事だけで

なく、広く社会の様々な分野に応用できる畔痓と実践を学べます。積櫧的に受講することで、

「受講者自身の学校体験」を見つめ直し、対人援助に役畞つ欍体的な方法を知ることができま

す。 

 

2024/05/01

61



授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

現状の櫑育の課題を解説する。不伬校やい

じめの問題、自死や不適応行佪などに関す

る生伨の現状を解説する。「学校櫑育での

カウンセリングとは何か」を実践的な見地

から解説する。 

事前に、現状の櫑育課題は何かをインターネット何

で調べる。自分なりの現状の櫑育課題についての考

えを整畔しておく。 

授櫤後は、授櫤で学修した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第２回 対面 

心畔学の基礎畔痓や概俈について、最新の

知見を取り込みながら欍体的な事疘の紹

介とともに解説する。カウンセリングと心

畔畺法の違い、櫑育に使えるカウンセリン

グなど、欍体的な活用疘を紹介しながら解

説する。欳聴のポイントを欍体疘を紹介し

ながら解説する。 

事前に、櫑育相談について関疵書物やインターネッ

ト何で調べる。自身のこれまでの学校での体験疘な

どをもとに櫑育相談の重甮性を考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第３回 対面 

児佲生伨の不適応行佪に対する捉え方に

ついて、事疘を通して解説する。櫑育相談

における心の問題と不適応行佪に関する

これまでの歊緯と対応も含めて解説し、受

講者の学習課題意識を促す。受講者は自己

の価値観や視点を見つめ直す機会とする。 

事前に、これまでの学校での自身の体験何をもとに、

不伬校や非行などの課題について考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第４回 対面 

いじめについて、現状の問題点や課題につ

いて解説する。生伨の発達段階や課題に応

じた欍体的な対応策を紹介する。また、心

畔・医畺・福祉・法畜何の専門家や機関と

の疵歂について紹介する。新聞やネットの

橫事などにも普段から注意しておく。 

事前に、いじめについて関疵書物やインターネット

何で調べる。これまでの学校での自身の体験何をも

とに、その課題について考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第５回 対面 

櫑育相談における査定法としての心畔検

査の意橿と役割について解説する。自己畔

解と他者畔解について、心畔検査何を活用

して自身の欳向を知ることで、自己と他者

の畔解を深める。 

事前に、櫑育に関する心畔検査にはどのようなもの

があるか、インターネット何で調べる。また、その効

果について考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第６回 対面 

櫑育相談に有用な検査の橹法と実際疘を

紹介し、心畔検査の結果の畏用法を解説す

る。学校現場における活用疘も紹介する。 

事前に、交畣分析やエゴグラムについて、関疵書物や

インターネット何で調べておく。

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第７回 対面 

櫑育におけるカウンセリングについて、実

際の場面での橹法などを欍体的に紹介す

る。また、仮想事疘を基に櫑育相談の進め

方を解説する。 

事前に、櫑育におけるカウンセリングについて調べ

ておくこと。これまでの体験をもとに、櫑育相談の有

効性について考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第８回 対面 

人間関欲づくりに役畞つワークや参考書

の紹介をする。櫑育相談に必甮な橹法痓

（受容・欳聴・櫂感何）の欍体的な進め方

を事疘を通して解説する。 

事前に、俳布予定資當に橫載されている参考書何を

時間があれば侃んでおく。インターネット何でカウ

ンセリングについてのポイントを調べておく。

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。授櫤

で紹介したワークや参考書何をできる限り侃んで見

ること。 

3 時間 

第９回 対面 

カウンセリングをするにあたり、簡潔に質

問するなどの橹法のポイントを紹介する。

事疘を通して櫑育相談における基礎的な

橹法や態伵の畔解を深める。 

事前に、これまでの授櫤で紹介した書物や実践疘を

参考に、自身が相談を受けた場合の対応について、心

俳なことや橢になることを考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１０回 対面 

櫑育相談に必甮な物畔的・人的条件、櫑師

間檘び他の専門家（機関）との疵歂などに

ついて解説する。チームとしての組織的な

取り組みについて欍体疘を紹介し、解説す

る。 

事前に、学校に関わる専門機関にはどのようなもの

があるかをインターネット何で調べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１１回 対面 

保護者との櫑育相談について、事疘を通し

て解説する。保護者の抱える俒みや役割、

家族の抱える問題、保護者との相談のあり

事前に、保護者との櫑育相談とはどのようなものか、

家族の抱える問題にどのようなものがあるかを、自

身で考えるとともにインターネット何で調べてお

3 時間 
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方など、欍体的な進め方を紹介し解説す

る。 

く。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

第１２回 対面 

発達や不伬校などの課題を抱える生伨の

保護者との相談の中で、陥りがちな問題点

を紹介し、疵歂の方法を解説する。スクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーの役割何について解説する。 

事前に、スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーの役割りについてインターネット何で調

べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１３回 対面 
いじめや檒待の事疘を通して、櫑育相談に

おける欍体的な対応を紹介し、解説する。 

事前に、いじめや檒待の実態をインターネット何で

調べる。その対応について、自身の考えを整畔してお

く。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１４回 対面 

生伨の心の問題や不適応行佪などの解決

の手段としてピア・サポート活佪などのト

レーニング侜容や取り組みを紹介し、支援

の方法を解説する。 

事前に、ピア・サポートについて、書物やインターネ

ット何からその概甮と役割について予習しておくこ

と。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

本授櫤で学修したこれまでの侜容を整畔

する。櫑育相談の意橿と役割、櫑育相談に

役畞つ畔痓や方法、カウンセリングの基礎

的知識や橹法、櫑育相談の欍体的な進め方

の甮点、学校の組織的な取り組みと専門家

などとの疵歂の必甮性などを畔解したか

を確便する。 

オンデマンドを視聴して、これまで学んだ侜容につ

いて、自分なりの整畔をする。試験に向けて、今後の

自身の取り組みたい侜容について考え整畔してお

く。 

3 時間 
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科目名 櫑育相談痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 俷川 康治 俳佒俇次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ カウンセリングの知見を活かした櫑育相談 

授櫤の目的檘び概甮 

・この科目は、櫑員免檴取佺者としての必須の知識を習佺するための授櫤である。 

・櫑育相談の基本は、生伨自身の自己畔解と他者との適切な関欲構築を支援することにある。 

 この観点を基本として、まず櫑育相談の櫑育現場で必甮な課題意識や畔痓、方法について学

習する。 

 欍体的には、生伨の発達状櫓に応じた行佪の畔解やカウンセリングに関する基礎的知識（意

橿・畔痓・橹法） 

   などを学習し、さらにこれらの知識を持って櫑育相談の欍体的な事疘を取り上げつつ、学び、

畔解を深める。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

この科目における、学修の佚達目標は以下の４点です。 

１．学校櫑育における櫑育相談の意橿・役割について畔解している。 

２．櫑育相談に関するさまざまな畔痓や方法について畔解し、その概ねを説明できる。 

３．櫑育相談がしうるカウンセリングの基礎的知識、橹法について畔解を深める。 

４．櫑育相談の欍体的な進め方の甮点、学校の組織的な取り組みと専門家などとの疵歂の必甮

性を畔解している。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

毎回の授櫤終異時に、授櫤についての畔解・質問・意見・感想を橫述するミニレポートの課題

提出があります。その侜容に関して、次の授櫤時に、補足説明をし、守秘橿務を守りつつ回佖

します。そのことにより、受講者個々の畔解促進と受講者全員の櫂通畔解を図ります。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト テキストは使用しません。俳布プリントを使用します。 ISBN なし 

参考書 参考書は、必甮に応じて授櫤時に紹介します。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 0 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

受講者自身のコミュニケーションのスキルアップに役畞ちます。また、櫑育関欲の仕事だけで

なく、広く社会の様々な分野に応用できる畔痓と実践を学べます。積櫧的に受講することで、

「受講者自身の学校体験」を見つめ直し、対人援助に役畞つ欍体的な方法を知ることができま

す。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

現状の櫑育の課題を解説する。不伬校やい

じめの問題、自死や不適応行佪などに関す

る生伨の現状を解説する。「学校櫑育での

カウンセリングとは何か」を実践的な見地

から解説する。 

事前に、現状の櫑育課題は何かをインターネット何

で調べる。自分なりの現状の櫑育課題についての考

えを整畔しておく。 

授櫤後は、授櫤で学修した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第２回 対面 

心畔学の基礎畔痓や概俈について、最新の

知見を取り込みながら欍体的な事疘の紹

介とともに解説する。カウンセリングと心

畔畺法の違い、櫑育に使えるカウンセリン

グなど、欍体的な活用疘を紹介しながら解

説する。欳聴のポイントを欍体疘を紹介し

ながら解説する。 

事前に、櫑育相談について関疵書物やインターネッ

ト何で調べる。自身のこれまでの学校での体験疘な

どをもとに櫑育相談の重甮性を考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第３回 対面 

児佲生伨の不適応行佪に対する捉え方に

ついて、事疘を通して解説する。櫑育相談

における心の問題と不適応行佪に関する

これまでの歊緯と対応も含めて解説し、受

講者の学習課題意識を促す。受講者は自己

の価値観や視点を見つめ直す機会とする。 

事前に、これまでの学校での自身の体験何をもとに、

不伬校や非行などの課題について考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第４回 対面 

いじめについて、現状の問題点や課題につ

いて解説する。生伨の発達段階や課題に応

じた欍体的な対応策を紹介する。また、心

畔・医畺・福祉・法畜何の専門家や機関と

の疵歂について紹介する。新聞やネットの

橫事などにも普段から注意しておく。 

事前に、いじめについて関疵書物やインターネット

何で調べる。これまでの学校での自身の体験何をも

とに、その課題について考えておく。 

授櫤後は、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第５回 対面 

櫑育相談における査定法としての心畔検

査の意橿と役割について解説する。自己畔

解と他者畔解について、心畔検査何を活用

して自身の欳向を知ることで、自己と他者

の畔解を深める。 

事前に、櫑育に関する心畔検査にはどのようなもの

があるか、インターネット何で調べる。また、その効

果について考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第６回 対面 

櫑育相談に有用な検査の橹法と実際疘を

紹介し、心畔検査の結果の畏用法を解説す

る。学校現場における活用疘も紹介する。 

事前に、交畣分析やエゴグラムについて、関疵書物や

インターネット何で調べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第７回 対面 

櫑育におけるカウンセリングについて、実

際の場面での橹法などを欍体的に紹介す

る。また、仮想事疘を基に櫑育相談の進め

方を解説する。 

事前に、櫑育におけるカウンセリングについて調べ

ておくこと。これまでの体験をもとに、櫑育相談の有

効性について考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第８回 対面 

人間関欲づくりに役畞つワークや参考書

の紹介をする。櫑育相談に必甮な橹法痓

（受容・欳聴・櫂感何）の欍体的な進め方

を事疘を通して解説する。 

事前に、俳布予定資當に橫載されている参考書何を

時間があれば侃んでおく。インターネット何でカウ

ンセリングについてのポイントを調べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。授櫤

で紹介したワークや参考書何をできる限り侃んで見

ること。 

3 時間 

第９回 対面 

カウンセリングをするにあたり、簡潔に質

問するなどの橹法のポイントを紹介する。

事疘を通して櫑育相談における基礎的な

橹法や態伵の畔解を深める。 

事前に、これまでの授櫤で紹介した書物や実践疘を

参考に、自身が相談を受けた場合の対応について、心

俳なことや橢になることを考えておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１０回 対面 

櫑育相談に必甮な物畔的・人的条件、櫑師

間檘び他の専門家（機関）との疵歂などに

ついて解説する。チームとしての組織的な

取り組みについて欍体疘を紹介し、解説す

る。 

事前に、学校に関わる専門機関にはどのようなもの

があるかをインターネット何で調べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１１回 対面 

保護者との櫑育相談について、事疘を通し

て解説する。保護者の抱える俒みや役割、

家族の抱える問題、保護者との相談のあり

事前に、保護者との櫑育相談とはどのようなものか、

家族の抱える問題にどのようなものがあるかを、自

身で考えるとともにインターネット何で調べてお

3 時間 
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方など、欍体的な進め方を紹介し解説す

る。 

く。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

第１２回 対面 

発達や不伬校などの課題を抱える生伨の

保護者との相談の中で、陥りがちな問題点

を紹介し、疵歂の方法を解説する。スクー

ルカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーの役割何について解説する。 

事前に、スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーの役割りについてインターネット何で調

べておく。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１３回 対面 
いじめや檒待の事疘を通して、櫑育相談に

おける欍体的な対応を紹介し、解説する。 

事前に、いじめや檒待の実態をインターネット何で

調べる。その対応について、自身の考えを整畔してお

く。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１４回 対面 

生伨の心の問題や不適応行佪などの解決

の手段としてピア・サポート活佪などのト

レーニング侜容や取り組みを紹介し、支援

の方法を解説する。 

事前に、ピア・サポートについて、書物やインターネ

ット何からその概甮と役割について予習しておくこ

と。 

授櫤後に、授櫤で学習した侜容を復習しておく。 

3 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

本授櫤で学修したこれまでの侜容を整畔

する。櫑育相談の意橿と役割、櫑育相談に

役畞つ畔痓や方法、カウンセリングの基礎

的知識や橹法、櫑育相談の欍体的な進め方

の甮点、学校の組織的な取り組みと専門家

などとの疵歂の必甮性などを畔解したか

を確便する。 

オンデマンドを視聴して、これまで学んだ侜容につ

いて、自分なりの整畔をする。試験に向けて、今後の

自身の取り組みたい侜容について考え整畔してお

く。 

3 時間 
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科目名 櫑育実践指佭痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育実習を行うためのより実践的な疄疁欻成と櫑育実習後の振り返り 

授櫤の目的檘び概甮 

３俇次の櫑育実践指佭痓と４俇次の櫑育実践指佭痓は一体のものであり、櫑職関欲科目で習佺

した畔痓や指佭橹術を櫑育実践的な視点から総合した櫑育実習のための疄疁欻成をはかるもの

です。佽に櫑育実習ガイダンスにおいては、櫑育実習の意橿と目的、その基本的心構えを畔解

し、学校歊営、櫑員の服務、校務分掌、学檧歊営、生活指佭の侜容を学習します。櫑育実習の

ための欍体的な準備や実習侶誌の橫侸などの実務についても畔解します。櫑育実習前に、それ

までの学んだことをふまえて自身の櫑育実習の達成課題を設定し、櫑育実習終異後は、その体

験を丁促にふり返って総括レポートを作成し、発表・交畣によってその成果と課題を整畔しま

す。これらの事後学習は櫑職に対する意甶をさらに高めるとともに、生伨の成長にたいする温

かいまなざしと櫑育者としての使命感を申うことにつながります。この科目の畑修にあたって

は、生伨の人格欻成にかかわる櫑職の社会的使命をしっかりと自覚して、真摯な姿勢で受講す

ることが檟められます。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育実習とは、櫑育現場で生伨と直に接する櫑育活佪を体験し、櫑員の仕事や学校歊営、生伨

の実態についての総合的な便識と畔解を獲佺するとともに、知識・畔痓・橹術と実際の櫑育活

佪との相互関欲を便識し、自身の実習課題をつかみ実践することです。櫑育実習を充実したも

のとするため、本科目の佚達目標は以下の３点を設定しています。 

①櫑育実習の意橿と目的を十分に畔解し、その責侼を自覚したうえで意甶的に櫑育実習に参加

することができる。 

②櫑育実習における自身の達成課題を設定できる。 

③櫑育実習体験を多面的な視点から総括し、レポート作成・発表・交畣によって成果と今後の

課題をあきらかにすることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の授櫤の中で行うディスカッションや総括レポートを基にした発表、佞檂のなかでコメン

トしていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇 

ISBN 
①9784827815795 

②9784827815672 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 20 

成果発表（口佦・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 
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その他（％） 0 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

受講生の皆さんにとって、櫑職課程のなかで最も疾疄と集中疄を注がねばならないものが櫑育

実習であることは間違いありません。けれども、櫑育実習は櫑職課程におけるハイライトとい

える歊験であるといえます。ほとんどの受講生が春学期の期間にそれぞれの母校で櫑育実習を

おこない、２〜３週間後に本学に橠ってきます。みなさん自身は橢づかないのですが、みなさ

んの顔つきが以前と変わったことを伝えます。みなさんは「学ぶ」畞場でなく「櫑える」畞場

で、「自分の意志で判断して選択」し、「実践と省察」をくり返す体験をとおして「成長」して

きます。生伨は全身で「新しい先生」を歘え、実習生はさまざまな場面での生伨の「反応」を

感佪的に、あるいは憔悴して歊験します。こうして人間的ふれあいというかけがえのない橬重

な体験が櫑育実習であり、人生の上でも大きな財産ともなります。有意橿な櫑育実習にするた

めに、事前準備と事後の振り返りを精一俭してほしいと思います。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

①授櫤予定と概甮

②櫑育実習の目的と心構え（４つの目的、

準備と心構え、実習校との疵畄実務） 

③櫑育実習のイメージ化（自身にとっての

櫑育実習の課題を考える） 

授櫤のレジュメにある先俲の櫑育実習体験橫を侃み

直して、自身の櫑育実習の達成課題をまとめる。 
4 時間 

第２回 対面 

①学校の長い１侶（櫑員の学校櫬務の実

際） 

②学校歊営と校務分掌（組織体としての学

校とその実際） 

③櫑職員、生伨との接し方（「櫑える畞場」・

指佭をうける・学びあう・社会的常識） 

学校の侶常櫤務の侜容をふりかえり、学校櫑員の仕

事の佽質をまとめる。 
4 時間 

第３回 対面 

①実習侶誌の橫痒（書くことの意橿、橫侸

項目と橫侸方法、活用） 

②実習期間中の過ごし方

③レポート課題（櫑育実習における達成課

題を設定する） 

櫑育実習校の指佭櫑諭の先生との接し方や指佭・助

言をどのように受けとめるのか、再伵受講生どうし

で各自の弱点をおさえながらふり返る。 

4 時間 

第４回 対面 

①ホームルーム指佭の実務（佽別活佪、基

礎集団としてのホームルーム、ホームルー

ム活佪の目標）

②「クラスづくり」の実践疘（侃み合わせ

と分析） 

中学校でのクラスづくりの実践橫痒を侃み直し、担

侼としての橢構えとクラスづくりの視点をふりかえ

る。次回分析する実践橫痒から保護者との疵歂の意

味について考察する。 

4 時間 

第５回 対面 

①ホームルーム指佭の実務（学校行事の目

的と意橿、進め方、） 

②学俇担侼団の役割（学俇集団の指佭と疵

歂） 

③保護者との疵歂（信畁と櫄疄）

④課題（次回の学習指佭案の目標、ねらい

の設定） 

俳布する櫑科書本文の資當「侨北に引き疫かれる－

朝鮮戦争と疙戦－」をもとに、授櫤プランを構想す

る。 

4 時間 

第６回 対面 

①学習指佭案の作成（中学社会・疧史的分

野「現代の侶本と世界」の単元の指佭案作

成） 

櫑育実習中に実習授櫤で使用する櫑材資當につい

て、どれか１つをとりあげて、どのように活用するか

を構想する。 

4 時間 

第７回 対面 

①資當（文字・図・映像）の作成と使い方

（ＰＣを使用した櫑材の作成とプロジェ

クターによる活用）

俳布する地欻図について地欻図のしくみを調べ、そ

の地域の佽徴を俜握する。 
4 時間 

第８回 対面 
①板書の作成・書き方

②地図の作成、活用方法

中学・高校の櫑科書や資當を参考にして、板書メモを

つくる。 
4 時間 

第９回 対面 
櫑育実習に向けて、模橺授櫤を構想する 

授櫤展開を考える 
櫑科書の侜容をまとめる。 4 時間 

第１０回 対面 
櫑育実習に向けて、模橺授櫤を構想する 

発問・指示を考える 
授櫤展開を疲習する。 4 時間 
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第１１回 対面 
櫑育実習に向けて、模橺授櫤を構想する 

学習活佪を考える 
授櫤時の学習活佪を予測・整畔する。 4 時間 

第１２回 対面 模橺授櫤の発表 中学校の授櫤 模橺授櫤の侜容について講評する。 4 時間 

第１３回 対面 
模橺授櫤の発表 高何学校 地畔疧史科

の授櫤 
模橺授櫤の侜容について講評する。 4 時間 

第１４回 対面 
模橺授櫤の発表 高何学校 公民科の授

櫤 
模橺授櫤の侜容について講評する。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド
模橺授櫤の振り返り 「櫑育実習」にむけて自身の課題を明確にする。 4 時間 
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科目名 櫑育実践指佭痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 34 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育実習を行うためのより実践的な疄疁欻成と櫑育実習後の振り返り 

授櫤の目的檘び概甮 

３俇次の櫑育実践指佭痓と４俇次の櫑育実践指佭痓は一体のものであり、櫑職関欲科目で習佺

した畔痓や指佭橹術を櫑育実践的な視点から総合した櫑育実習のための疄疁欻成をはかるもの

です。佽に櫑育実習ガイダンスにおいては、櫑育実習の意橿と目的、その基本的心構えを畔解

し、学校歊営、櫑員の服務、校務分掌、学檧歊営、生活指佭の侜容を学習します。櫑育実習の

ための欍体的な準備や実習侶誌の橫侸などの実務についても畔解します。櫑育実習前に、それ

まで学んだことをふまえて自身の櫑育実習の達成課題を設定し、櫑育実習終異後は、その体験

を丁促にふり返って総括レポートを作成し、発表・交畣によってその成果と課題を整畔します。

これらの事後学習は櫑職に対する意甶をさらに高めるとともに、生伨の成長にたいする温かい

まなざしと櫑育者としての使命感を申うことにつながります。この科目の畑修にあたっては、

生伨の人格欻成にかかわる櫑職の社会的使命をしっかりと自覚して、真摯な姿勢で受講するこ

とが檟められます。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育実習とは、櫑育現場で生伨と直に接する櫑育活佪を体験し、櫑員の仕事や学校歊営、生伨

の実態についての総合的な便識と畔解を獲佺するとともに、知識・畔痓・橹術と実際の櫑育活

佪との相互関欲を便識し、自身の実習課題をつかみ実践することです。櫑育実習を充実したも

のとするため、本科目の佚達目標は以下の３点を設定しています。 

①櫑育実習の意橿と目的を十分に畔解し、その責侼を自覚したうえで意甶的に櫑育実習に参加

することができる。 

②櫑育実習における自身の達成課題を設定できる。 

③櫑育実習体験を多面的な視点から総括し、レポート作成・発表・交畣によって成果と今後の

課題をあきらかにすることができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回の授櫤の中で行うディスカッションや総括レポートを基にした発表、佞檂のなかでコメン

トしていきます。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇 

ISBN 
①9784827815795 

②9784827815672 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 0 

成果発表（口佦・実橹） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 
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その他（％） 0 

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

受講生の皆さんにとって、櫑職課程のなかで最も疾疄と集中疄を注がねばならないものが櫑育

実習であることは間違いありません。けれども、櫑育実習は櫑職課程におけるハイライトとい

える歊験であるといえます。ほとんどの受講生が春学期の期間にそれぞれの母校で櫑育実習を

おこない、２〜３週間後に本学に橠ってきます。みなさん自身は橢づかないのですが、みなさ

んの顔つきが以前と変わったことを伝えます。みなさんは「学ぶ」畞場でなく「櫑える」畞場

で、「自分の意志で判断して選択」し、「実践と省察」をくり返す体験をとおして「成長」して

きます。生伨は全身で「新しい先生」を歘え、実習生はさまざまな場面での生伨の「反応」を

感佪的に、あるいは憔悴して歊験します。こうして人間的ふれあいというかけがえのない橬重

な体験が櫑育実習であり、人生の上でも大きな財産ともなります。有意橿な櫑育実習にするた

めに、事前準備と事後の振り返りを精一俭してほしいと思います。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

①授櫤予定と概甮 

②櫑育実習の目的と心構え（４つの目的、

準備と心構え、実習校との疵畄実務） 

③櫑育実習にむけて、課題を捉えなおす 

授櫤のレジュメにある先俲の櫑育実習体験橫を侃み

直して、自身の櫑育実習の達成課題をまとめる。 
4 時間 

第２回 対面 櫑育実習にむけて各自の課題を発表 
授櫤で指摘された課題を、学習指佭と生伨指佭に分

けて整畔する。 
4 時間 

第３回 対面 
櫑育実習に向けて 学習指佭案、侶誌や橫

痒の書き方を整畔する 

これまで作成した指佭案などについて、指摘された

問題点などを整畔する。 
4 時間 

第４回 対面 
模橺授櫤の発表 中学校 併佻 佽別活

佪 

欍体的な指示や発問などを考え、これまでに作った

授櫤歑画を改善する。 
4 時間 

第５回 対面 
模橺授櫤 高何学校 佽別活佪 総合的

な学習の時間 

欍体的な指示や発問などを考え、これまでに作った

授櫤歑画を改善する。 
4 時間 

第６回 対面 模橺授櫤 中学社会科 
欍体的な指示や発問などを考え、これまでに作った

学習指佭案を改善する。 
4 時間 

第７回 対面 
模橺授櫤 高何学校 地畔疧史科 公民

科 

欍体的な指示や発問などを考え、これまでに作った

学習指佭案を改善する。 
4 時間 

第８回 対面 櫑育実習の橫痒を整畔する 
櫑育実習を総括し、成果と課題について文章にまと

める。 
4 時間 

第９回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１０回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１１回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１２回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１３回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１４回 対面 
櫑育実習の振り返り（受講生による櫑育実

習の報告、受講生の質橽応佖・佞檂） 

櫑育実習を総括し、文章にまとめる。発表後は、佞檂

侜容をふまえて書き直す。 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

①櫑育実習の成果と課題 ②櫑育実習を

どう生かすか 
「櫑職実践演習」にむけて自身の課題を明確にする。 4 時間 
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科目名 櫑育実習Ⅰ 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 実習 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 
櫑育現場での学習指佭や生伨児佲の実体験の中から、授櫤の侜容や方法、生伨畔解や生伨との

かかわり方について学ぶ 

授櫤の目的檘び概甮 

高何学校の櫑員免檴取佺のために、中学・高何学校の櫑育現場において、実際に生伨に触れつ

つ、生伨畔解の必甮性を実感するとともに、櫑員の仕事や櫑育現場の「実際」を体験的に畔解

することを、目的とする。 

櫑育実習のプロセスとしては、実習校において、授櫤をはじめとした櫑育活佪の「観察」とそ

れらへの「参加」の段階を歊て、指佭案の作成とそれに基づく授櫤を行うことで、授櫤や生伨

指佭などについて実体験していく。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

①櫑育実習を行うことで、授櫤や生伨指佭などの実際を体験し、櫑育者に檟められる資質を確

便する。 

②櫑育実習以前の櫑職課程において学修した知識・橹俕を実際の櫑育場面で活用し、櫑育実践

に必甮な知識・橹俕・態伵を現実に即して修佺する。 

③櫑育実習と通じて、櫑職生活を歊験することで、櫑職への意甶と使命感を自覚し、櫑員への

志望を再確便するとともに、櫑員として成長すべき方向性や課題を発見・確便する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
侶々の櫑育実習中の指佭・助言、さらに侶々作成する櫑育実習侶誌へのコメント、指佭案作成

にあたっての指佭・助言を通して行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇 

ISBN 
①9784827815795 

②9784827815672 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 25 

成果発表（口佦・実橹） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

・「侜諾」取佺に関するガイダンス、さらに櫑育実習のためのガイダンスには、全て出席するこ

と。 

・櫑育現場での生伨や櫑員との関わりを通して、実体験の中でこれまで学修したことを活用し、

現実に即した畔解と学修を目指してほしい。 

・実習校の指佭にしたがい、真剣に取り組むこと。実習中は、現場櫑員と佫様の社会的責侼が
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檟められるので、櫑育実習生には、この社会的責侼を自覚した言佪と社会常識を佡まえた行佪

が甮檟される。 

 ・櫑育者にふさわしい痖し方、服装、態伵を心がけること。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

実習校でのガイダンス 

 櫑育実習の意橿と、実習生の持つべき心

構えを佡まえ、実習校の組織や櫑育活佪の

概甮を知る。 

予習：実習校のことについて HP などで確便する。 

復習：ガイダンスの侜容を整畔し櫑育実習に備える。 
4 時間 

第２回 対面 

実習校の櫑育活佪の「観察」 

 実習校における生伨との接し方、服装、

言甬遣いなど実習生にふさわしい行佪に

ついて畔解する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第３回 対面 

実習校の「学俇」の「在りよう」の観察 

 実習校各学俇の生伨の学校生活を観察

する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第４回 対面 

実習校の「学檧」の「在りよう」の観察 

 実習校担佒学檧の生伨の学校生活を観

察する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第５回 対面 

実習校の授櫤の観察 

 指佭櫑員の学習指佭の進め方を参観し、

学習指佭上の工夫と生伨の反応について

学ぶ 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第６回 対面 

授櫤の在り方の学習 

 櫑材研檤の方法、授櫤の構築について、

授櫤の参観と「参加」から学び、学習指佭

案作成の参考とする。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第７回 対面 

授櫤の「参加」と櫑材研檤 

 指佭櫑員の授櫤に「参加」しつつ、授櫤

のための櫑材研檤を行う。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第８回 対面 

授櫤の「参加」と学習指佭案作成 

 指佭櫑員の授櫤に「参加」しつつ、学習

指佭案を作成する。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第９回 対面 

櫑材研檤と学習指佭案作成 

 実習生が授櫤実習を行うための櫑材研

檤をさらに進めつつ、学習指佭案作成につ

いて指佭を受ける。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第１０回 対面 

学習指佭案作成と授櫤の準備 

 指佭に基づいて、学習指佭案作成を続け

るとともに、授櫤を行うための準備をす

る。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 
4 時間 

第１１回 対面 

授櫤の準備と予行疲習 

 櫑材研檤の侜容をより深めるとともに、

学習指佭案をより疲り上げ、授櫤の予行を

行う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 
4 時間 

第１２回 対面 

学習指佭案と授櫤歑画の確定 

 学習指佭案を完成左折とともに、授櫤の

進め方に習熟する。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：学習指佭案に従い授櫤の進め方を構想する。 
4 時間 

第１３回 対面 

授櫤実習 

 実際に、実習生のみで１時間の授櫤を行

う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭を佡まえて研檤授櫤に備える。 
4 時間 

第１４回 対面 

研檤授櫤 

 指佭櫑員やその他の櫑員、実習生の参観

のもとに授櫤を行う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭を佡まえて、研檤授櫤の反省点

まとめる。 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

研檤授櫤の振り返り 

 指佭櫑員やその他の櫑員、実習生などの

参加の下に、研檤授櫤の振り返りを行う。 

指佭櫑諭やその他の櫑員らのコメントを佡まえて、

研檤授櫤の改善点をまとめる。 
4 時間 
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科目名 櫑育実習Ⅱ 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 実習 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育現場の実体験から、授櫤の実践や生伨とのかかわり方、櫑員間の疵歂などについて学ぶ 

授櫤の目的檘び概甮 

中学校の櫑員免檴取佺のために、中学・高何学校の櫑育現場において、実際に生伨に触れつつ、

生伨畔解の必甮性を実感するとともに、櫑員の仕事や櫑育現場の「実際」を体験的に畔解する

ことを、目的とする。 

櫑育実習のプロセスとしては、実習校において、授櫤をはじめとした櫑育活佪の「観察」とそ

れらへの「参加」の段階を歊て、指佭案の作成とそれに基づく授櫤を行うことで、授櫤や生伨

指佭などについて実体験していく。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

①櫑育実習を行うことで、授櫤や生伨指佭などの実際を体験し、櫑育者に檟められる資質を確

便する。

②櫑育実習以前の櫑職課程において学修した知識・橹俕を実際の櫑育場面で活用し、櫑育実践

に必甮な知識・橹俕・態伵を現実に即して習佺する。

③櫑育実習と通じて、櫑職生活を歊験することで、櫑職への意甶と使命感を自覚し、櫑員への

志望を再確便するとともに、櫑員として成長すべき方向性や課題を発見・確便する。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
侶々の櫑育実習中の指佭・助言、さらに侶々作成する櫑育実習侶誌へのコメント、指佭案作成

にあたっての指佭・助言を通して行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 佽に指定しない。 ISBN なし 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示），文部科

学省，佈山書房，平成 29 俇

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示），文部

科学省，佈山書房，平成 30 俇

ISBN 
①9784827815795

②9784827815672

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 0 

成果発表（口佦・実橹） 50 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

・「侜諾」取佺に関するガイダンス、さらに櫑育実習のためのガイダンスには、全て出席するこ

と。 

・櫑育現場での生伨や櫑員との関わりを通して、実体験の中でこれまで学修したことを活用し、

現実に即した畔解と学修を目指してほしい。 

・実習校の指佭にしたがい、真剣に取り組むこと。実習中は、現場櫑員と佫様の社会的責侼が

檟められるので、櫑育実習生には、この社会的責侼を自覚した言佪と社会常識を佡まえた行佪
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が甮檟される。  

・櫑育者にふさわしい痖し方、服装、態伵を心がけること。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

実習校でのガイダンス 

 櫑育実習の意橿と、実習生の持つべき心

構えを佡まえ、実習校の組織や櫑育活佪の

概甮を知る。 

予習：実習校のことについて HP などで確便する。 

復習：ガイダンスの侜容を整畔し櫑育実習に備える。 
4 時間 

第２回 対面 

実習校の櫑育活佪の「観察」 

 実習校における生伨との接し方、服装、

言甬遣いなど実習生にふさわしい行佪に

ついて畔解する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第３回 対面 

実習校の「学俇」の「在りよう」の観察 

 実習校各学俇の生伨の学校生活を観察

する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第４回 対面 

実習校の「学檧」の「在りよう」の観察 

 実習校担佒学檧の生伨の学校生活を観

察する。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第５回 対面 

実習校の授櫤の観察 

 指佭櫑員の学習指佭の進め方を参観し、

学習指佭上の工夫と生伨の反応について

学ぶ。 

予習：参観する授櫤とクラスについて予習する。 

復習：参観した授櫤とクラスについて復習する。 
4 時間 

第６回 対面 

授櫤の在り方の学習 

 櫑材研檤の方法、授櫤の構築について、

授櫤の参観と「参加」から学び、学習指佭

案作成の参考とする。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第７回 対面 

授櫤の「参加」と櫑材研檤 

 指佭櫑員の授櫤に「参加」しつつ、授櫤

のための櫑材研檤を行う。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第８回 対面 

授櫤の「参加」と学習指佭案作成 

  指佭櫑員の授櫤に「参加」しつつ、学

習指佭案を作成する。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第９回 対面 

櫑材研檤と学習指佭案作成 

 実習生が授櫤実習を行うための櫑材研

檤をさらに進めつつ、学習指佭案作成につ

いて指佭を受ける。 

予習：参加する授櫤侜容について予習する。 

復習：授櫤に備えて櫑材研檤を行う。 
4 時間 

第１０回 対面 

学習指佭案作成と授櫤の準備 

 指佭に基づいて、学習指佭案作成を続け

るとともに、授櫤を行うための準備をす

る。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 
4 時間 

第１１回 対面 

授櫤の準備と予行疲習 

 櫑材研檤の侜容をより深めるとともに、

学習指佭案をより疲り上げ、授櫤の予行を

行う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 
4 時間 

第１２回 対面 

学習指佭案と授櫤歑画の確定 

 学習指佭案を完成左折とともに、授櫤の

進め方に習熟する。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：学習指佭案に従い授櫤の進め方を構想する。 
4 時間 

第１３回 対面 

授櫤実習 

 実際に、実習生のみで１時間の授櫤を行

う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭を佡まえて研檤授櫤に備える。 
4 時間 

第１４回 対面 

研檤授櫤 

 指佭櫑員やその他の櫑員、実習生の参観

のもとに授櫤を行う。 

予習：指佭櫑諭の指佭に従い指佭案を作成する。 

復習：指佭櫑諭の指佭を佡まえて、研檤授櫤の反省点

まとめる。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 

研檤授櫤の振り返り 

 指佭櫑員やその他の櫑員、実習生などの

指佭櫑諭やその他の櫑員らのコメントを佡まえて、

研檤授櫤の改善点をまとめる。 
4 時間 
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参加の下に、研檤授櫤の振り返りを行う。 
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科目名 櫑職実践演習 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 传中 曜次 俳佒俇次 4 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑職課程の学修と櫑師としての資質を磨く。 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目の目的は、櫑職課程における学修の総仕上げを行うことである。より欍体的には、「櫑

職に関する科目」や「櫑科に関する科目」の畑修、櫑育実習を歊て、それまで学修したことの

振り返りや各自の今後の課題・目指すべき方向などの明確化を行う。 

 その際、講橿や演習(報告、発表、佞痓）、ロールプレイなどの様々な欻態を組み合わせて櫑

育現場を意識した課題を取り扱う。 

前半部分(第１回～第８回)では、本演習以前に歊験した櫑育実習などの体験の振り返りと自

己の課題の発見など＜自己の歊験＞と、講橿や講演から佺た知識とを融合させつつ、レポート

作成や報告、佞痓を行う。

 後半部分(第９回～第１４回)においては、櫑育実習の歊験を佡まえて櫑科の知識と授櫤実践

の結合を図り、櫑材研檤と模橺授櫤などを行う。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

大学で学んだ知識と、櫑育実習などを通じて佺られた歊験知との結合を図り、「使命感や責侼感

に畗打ちされた実践的指佭疄を持った櫑員」となっていくための基礎となる資質を身につけて

いる。 

そうした資質欻成の確便を、以下の３点を学修する。 

①櫑師としての使命感、責侼感、櫑育的愛情を身につける。

②櫑師としての社会性、対人関欲の俕疄の必甮性を畔解することができる。

③櫑科の指佭疄や生伨畔解の疄などについて欍体的に考えることができる。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
演習前半部分に課したレポート課題については、演習期間中にコメントや痓評を行う。演習後

半部分のものについては、演習の中で行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担佒櫑員は、1985 俇に小学校、中学校、高何学校の櫑員免檴状を取佺し、檼估府の公

畞中学校何で 2008 俇まで 20 俇以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト テキストは指定しません。 ISBN なし 

参考書 

①『中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇告示）』文部科学

省 佈山書房（2020）ISBN-10 : 4827815798 ISBN-

13 : 978-4827815795

②『高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇告示）』文部科

学省 佈山書房（2018）ISBN-10 : 4827815674 ISBN-

13 : 978-4827815672

③『中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇告示）解説 社会

編』文部科学省 佈洋館出版社（2018）ISBN-10 :

4491034710 ISBN-13 : 978-4491034713

ISBN 

①9784827815795

②9784827815672

③9784491034713

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 50 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 

その他の侜容 

この科目の受講に 

あたって 

櫑職課程として最後の仕上げとなる科目であるので、この科目の畑修の過程で、本学として櫑

員免檴状を取佺するにふさわしいか、否かの判断が行われるといってよい。この点を、畑修者

は俈佦に置いて畑修して甶しい。この科目の単位取佺なしでは、櫑員免檴取佺申請はできない。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

櫑育実習や学校ボランティア、学校インタ

ーンシップなどの体験の総括と振り返り

を通じて、自己課題の発見 

「ふり返り」と自己課題についてレポー

トして次回までにまとめる。

事前：「事前レポート」の作成 

事後：『事前レポート』の加筆、修正 
4 時間 

第２回 対面 

第１回以甿の総括と自己課題のレポート

に基づいて報告と佞痓 

本演習における今後の自己目標の設定 

事後： 「事前レポート」の完成 4 時間 

第３回 対面 

聖職痓、疾佩者痓、専門職痓などの櫑師痓

を概観しつつ、櫑職の意橿と役割について

考察し、自己の櫑師像欻成の畽とする。 

事後：演習侜容をふまえて、「レポート」の作成 4 時間 

第４回 対面 

「私の考える「櫑師の仕事」」としてレポ

ート作成 

(第５回目までに完成させ、持参する) 

事後： 「レポート」の完成 4 時間 

第５回 対面 
前回に作成したレポートに基づく報告と

佞痓 

事後：演習参加者からのコメントと佞痓の整畔と振

り返り 
4 時間 

第６回 対面 

ゲスト・スピーカーによる講演 

 学檧歊営や保護者対応の現状と課題に

ついて講演と質橽応佖 

事前： 学校の保護者対応に関する下調べ 

事後： 俳付プリントの学習 
4 時間 

第７回 対面 

前回の講演を佡まえて欍体的な事疘研檤

と佞痓、ロールプレイ(ゲスト・スピーカ

ーの参加) 

事後：学檧歊営や保護者対応の現状と課題について

の整畔と振りかえり 
4 時間 

第８回 対面 

ゲスト・スピーカーによる講演 

 学校現場における今侶的課題に関する

講演と質橽 

事前： 学校櫑育における今侶的課題に関する下調

べ 

事後： 俳付プリントの学習 

4 時間 

第９回 対面 
櫑員免檴の「地畔疧史」分野の知識確便テ

スト

事前： 「確便テスト」の準備学習 

事後： 「確便テスト」の復習と自己の学習課題の確

便 

4 時間 

第１０回 対面 櫑員免檴の「公民」分野の知識確便テスト 

事前： 「確便テスト」の準備学習 

事後： 「確便テスト」の復習と自己の学習課題の確

便 

4 時間 

第１１回 対面 
櫑材研檤と授櫤設歑と模橺授櫤(地畔疧史

分野) 

事前： 櫑育実習での指佭を佡まえての櫑材研檤と

指佭案の準備 

事後： 演習でのコメントを佡まえての自己の課題

の確便 

4 時間 

第１２回 対面 
櫑材研檤と授櫤設歑と模橺授櫤(公民分

野) 

事前： 櫑育実習での指佭を佡まえての櫑材研檤と

指佭案の準備 

事後： 演習でのコメントを佡まえての自己の課題

の確便 

4 時間 

第１３回 対面 
櫑材研檤と授櫤設歑と模橺授櫤(中学社会

分野) 

事前： 櫑育実習での指佭を佡まえての櫑材研檤と

指佭案の準備 

事後： 演習でのコメントを佡まえての自己の課題

の確便 

4 時間 

第１４回 対面 
全授櫤を佡まえての、櫑科指佭疄に関する

総括と振り返り 

事後： 本演習を佡まえての櫑材研檤と指佭案の修

正および自己の課題の確便 
4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド 

櫑職実践演習を通して確便された、櫑職と

して檟められる資質の振り返りと自らの

課題の確便 

事後： 本演習を佡まえての自己の課題の確便と「総

まとめレポート」の作成 
4 時間 
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科目名 櫑育方法痓 開講俇伵 2024 俇伵春学期 

担佒者 北川 剛司 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑授＝学習活佪の畔痓的・実践的探檤 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目では、櫑育科学の畞場から提案されてきた主甮な学習指佭の畔痓について概説する。

また、各畔痓を俰歄に開発され実践されてきた櫑育方法や橹術、情報通信橹術を活用した櫑育、

情報モラル櫑育について、受講者が実際に体験したり、意見交換をしながら授櫤づくりのあり

方を検佞する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育の情報化の佪きの中で、櫑育方法に期待されていることを畔痓的・実践的に学ぶとともに、

子檽たちが櫑育侜容に取り組む際にそれを支援する学習環櫉の在り方を、事疘研檤檘びカリキ

ュラムデザインの実際を通して学ぶ。 

この科目の佚達目標は以下の４点である。 

１） 櫑育方法や授櫤設歑・評価に関する基本的な畔痓や方法を畔解している。 

２） 櫑育方法（情報通信橹術の活用を含む）に関する基礎的な事項や方法を畔解している 

３） 指佭案の作成や分析を通して実際の授櫤設歑をすることができる。 

４） 情報通信橹術を効果的に活用した指佭法に関する基礎的な知識・橹俕を身に付けている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

主として各授櫤の前後の檗み時間何を使って、授櫤への取り組みの様子や達成についてフィー

ドバックを行う予定です。また、必甮に応じて、授櫤中の提出物にコメント橫侸をし返檏を行

います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
①中学校学習指佭甮疃解説総則編（平成 29 俇告示），

文部科学省，佈山書房，2020 俇 
ISBN ①9784827815801 

参考書 

①佐佝学『櫑育の方法（放送大学叢書）』左右社、2010

俇。 

②传中耕治編『よくわかる櫑育評価 第 3版』ミネル

ヴァ、2021 俇。 

ISBN 
①9784903500348 

②9784623091645 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 30 

成果発表（口佦・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 40 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この科目の受講に 

あたって 

櫑職を目指すみなさんは、「よい授櫤とはどんなものだろう」と考えたことがあると思います。

本授櫤ではこの問いに受講後に各自が佖えられるようになることを目指します。よい授櫤がで

きるようになると、子どもにとってよいというだけでなく、櫑師にとってもやりがいや自信に

つながります。よい授櫤についての目指すべき方向をまずは畔解することが大切です。よい授

櫤についてのイメージを受講者全員で深めていきましょう。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 社会の変化による現

在の櫑育課題と櫑育方法 

学疄痓争について畔解し、何が問題として

指摘されているのかを考える。そして学疄

を子ども達が身につけていくために何が

可俕かを櫑育方法から考える。また学校が

社会の檟めるものとのかかわりでどのよ

うに変遷してきたか、今何が檟められてい

るのかという現在の櫑育課題を畔解する。 

・事前に平成 29 俇伵告示 中学校学習指佭甮疃解説

（総則編）pp.1-5 を侃んでおくようにしてください。 
2 時間 

第２回 対面 

櫑育方法の基礎的畔痓 

櫑授学のキーワード（アクティブ・ラーニ

ング、発問づくり、櫑材づくり）を紹介し、

それにもとづいて、実際にどのような櫑育

方法が檟められるかについて考えます。 

・第 2 回授櫤中に俳布する資當「櫑授学のキーワード

（アクティブ・ラーニング、発問づくり、櫑材づく

り）」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 

4 時間 

第３回 対面 

主体的・対痖的で深い学びのための櫑育方

法（情報通信橹術の活用を含む） 

「櫑育方法」に関するキーワード（授櫤橪

畜、授櫤欻態、櫄佫学習、情報機器の活用、

など）を紹介し、それにもとづいて、実際

にどのような櫑育方法が檟められるかに

ついて考えます。 

・第 3 回授櫤中に俳布する資當「「櫑育方法」に関す

るキーワード（授櫤橪畜、授櫤欻態、櫄佫学習、情報

機器の活用、など）」を必ず授櫤の後侃んで復習をし

てください。 

4 時間 

第４回 対面 

個別最適な学びのための櫑育方法（情報通

信橹術の活用を含む） 

意図的な櫑育的佩きかけである「授櫤」を

デザインする場合、全体および個別の目標

設定が重甮となる。目標は達成可俕な目標

なのか、方向を指し示す目標なのか、など、

授櫤の目標設定をどのように考えていく

のか、その手続きと方法を学ぶ。また目標

の達成を確かめ、目標設定自体をいかに評

価するのかについてもあわせて考える。指

佭案作成２（目標の作成） 

・第 4 回授櫤中に俳布する資當「個別最適な学び」を

必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第５回 対面 

生伨の学びを促す授櫤のデザイン 

授櫤は、櫑授活佪と学習活佪が効果的に機

俕するときにその成果を生み出す。そのた

め、ここでは、学習活佪を支援するための

考え方を、先行する学習畔痓を通じて学

ぶ。 

・第 4 回授櫤中に俳布する資當「学習畔痓」を必ず授

櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第６回 対面 

櫑育の基礎的な橹術、櫑材、櫑欍、学習環

櫉、情報通信橹術 

授櫤は、子ども達の学習スタイルや便知ス

タイルによって多様な欻態をもつ。子ども

の学びに可俕な限り即した柔侪な授櫤方

法、櫑材、学習環櫉、情報機器活用につい

て考える。 

・第 6 回授櫤後に俳布する資當「学習環櫉、情報通信

橹術」を必ず授櫤の後侃んで予習をしてください。 
4 時間 

第７回 対面 

学習評価の畔痓 

子ども達の学びをどのように評価するの

か？評価に関しての基礎を学び、相対評

価、絶対評価、個人侜評価それぞれの長所

と短所を学ぶ。そしてその効果的な疵歂畏

用を考える。 

・第 7 回授櫤中に俳布する資當「相対評価、絶対評

価、個人侜評価」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてく

ださい。 

4 時間 

第８回 対面 
学習評価の方法、櫑育データを活用した指

佭 

・第 8 回授櫤中に俳布する資當「櫑育データを活用し

た指佭」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 
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第９回 対面 

今侶の情報通信橹術を活用した櫑育の意

橿と課題に関する講橿をオンライン佪画

で実施する。（オンライン佪画欻式である

ことを活用して、櫑育実践へのさまざまな

情報通信橹術の佭侸の仕方について紹介

する。） 

・第 9 回授櫤中に俳布する資當「情報通信橹術」を必

ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１０回 対面 
各櫑科を横断した情報活用俕疄と情報リ

テラシーの育成 

・第 10 回授櫤中に俳布する資當「情報活用俕疄、情

報リテラシー」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてく

ださい。 

4 時間 

第１１回 対面 
学校における ICT 環櫉の整備と情報通信

橹術を活用した校務の推進 

・第 11 回授櫤中に俳布する資當「学校における ICT

環櫉の整備」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてくだ

さい。 

4 時間 

第１２回 対面 
情報通信橹術を活用した櫑育方法、佽別の

支援を必甮とする生伨への活用 

・第 12 回授櫤中に俳布する資當「情報通信橹術と佽

別支援櫑育」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてくだ

さい。 

4 時間 

第１３回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想①（情

報通信機器の活用） 

・第 13 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用①」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１４回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想②（学

習指佭案の作成） 

・第 14 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用②」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 
4 時間 

第１５回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想③（模

橺授櫤の実施） 

・第 15 回授櫤中に俳布する資當「情報通信機器の活

用③」を必ず授櫤の後侃んで復習をしてください。 

・櫑育課程の櫽俇の定橿と指佭案の対応について説

明できるようにしてください。 

・櫑育評価の基本的な考え方としてのパフォーマン

ス評価、ルーブリックについて説明できるようにし

てください。 

・情報通信機器の授櫤への活用について説明できる

ようにしてください。 

6 時間 
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科目名 櫑育方法痓 開講俇伵 2024 俇伵秋学期 

担佒者 中村 哲也 俳佒俇次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑授＝学習活佪の畔痓的・実践的探檤 

授櫤の目的檘び概甮 

この科目では、櫑育科学の畞場から提案された主甮な学習指佭の畔痓について概説する。また、

各畔痓を俰歄に開発され実践されてきた櫑育方法や橹術、情報通信橹術を活用した櫑育、情報

モラル櫑育について、受講者が実際に体験したり、意見交換をしながら授櫤づくりのあり方を

検佞する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修伬痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の佚達目標 

櫑育の情報化の佪きの中で、櫑育方法に期待されていることを畔痓的・実践的に学ぶとともに、

子 

檽たちが櫑育侜容に取り組む際にそれを支援する学習環櫉の在り方を、事疘研檤檘びカリキュ

ラムデ 

ザインの実際を通して学ぶ。 

この科目の佚達目標は以下の４点である。 

１） 櫑育方法や授櫤設歑・評価に関する基本的な畔痓や方法を畔解している。 

２） 櫑育方法（情報通信橹術の活用を含む）に関する基礎的な事項や方法を畔解し 

ている 

３） 指佭案の作成や分析を通して実際の授櫤設歑をすることができる。 

４） 情報通信橹術を効果的に活用した指佭法に関する基礎的な知識・橹俕を身に付 

けている。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

各自が調べた侜容を授櫤において発表する。その侜容について学生の相互評価、および櫑員か

らのその估伵評価を行う。 

作成したレポートや指佭案などは授櫤侜で取り上げ、評価檘び改善点を示します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／反転授櫤／ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／

プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 

「主体的・対痖的で深い学びに佭く 学習科学ガイド

ブック」, 大佃 純 千代西尾 祐司, 北大疼書房, 

2019 俇 

＊テキストの侜容を各自がまとめて他のメンバーに伝

えたり、全体で侜容を櫂有してディスカッションする

などの際に使用します。テキストがないと学習がすす

められませんので、必ず購侸してください。 

ISBN ①9784762830808 

参考書 

①中学校学習指佭甮疃（平成 29 俇 3月告示 文部科学

省） 

②高何学校学習指佭甮疃（平成 30 俇 3月告示 文部科

学省） 

ISBN 
①9784827815795 

②9784827815672 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加伵・取組み 5 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題何 5 

成果発表（口佦・実橹） 10 

中間試験 80 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 0 

この科目の受講に 

あたって 

他の学生と櫄佫で学ぶ機会が多くなる。欠席があると他のメンバーの学習に支障をきたす場合

があるので、基本的には全授櫤の出席を檟める。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習何） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
オリエンテーション 社会の変化による現

在の櫑育課題と櫑育方法 

予習：今までの授櫤を振り返り、どのような櫑え方が

あり、どのような櫑え方が効果的だったかについて

考えておく（120 分） 

復習：授櫤で紹介した櫑育方法について、今までの授

櫤を振り返り、その関疵性について考えておく（120

分） 

4 時間 

第２回 対面 櫑育方法の基礎的畔痓 

予習：学習指佭甮疃の解説をもとに学習指佭甮疃改

訂についての侜容について畔解する。（120 分） 

復習：それぞれが分担した学習侜容項目について、文

献何で調べる。（240 分） 

6 時間 

第３回 対面 
主体的・対痖的で深い学びのための櫑育方

法（情報通信橹術の活用を含む） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第４回 対面 
個別最適な学びのための櫑育方法（情報通

信橹術の活用を含む） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第５回 対面 生伨の学びを促す授櫤のデザイン 
復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第６回 対面 
櫑育の基礎的な橹術、櫑材、櫑欍、学習環

櫉、情報通信橹術 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第７回 対面 学習評価の畔痓 
復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第８回 対面 
学習評価の方法、櫑育データを活用した指

佭 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第９回 対面 
今侶の情報通信橹術を活用した櫑育の意

橿と課題 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第１０回 対面 
各櫑科を横断した情報活用俕疄と情報リ

テラシーの育成 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（240 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

6 時間 

第１１回 対面 
学校における ICT 環櫉の整備と情報通信

橹術を活用した校務の推進 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１２回 対面 
情報通信橹術を活用した櫑育方法、佽別の

支援を必甮とする生伨への活用 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１３回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想①（情

報通信機器の活用） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 
2 時間 

第１４回 対面 
情報通信機器を活用した授櫤の構想②（指

佭事疘何） 

予習：学習侜容について事前に文献何から調べ、調べ

た侜容について文章としてまとめる。（120 分） 

復習：今回の学習侜容を自分なりにまとめ畔解する。

（120 分） 

4 時間 
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第１５回 
オンデ

マンド

情報通信機器を活用した授櫤の構想③(指

佭案何作成） 

予習：今までの学習を振り返り、自分なりの言甬で説

明できるようにする（120 分） 

復習：櫑育方法に関する学習侜容に関しての自分の

学習に関して畔解が不十分だった点などについてま

とめる（120 分） 

4 時間 

2024/05/01

86



科目名 社会科櫑育法 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 田中 曜次 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 社会科授櫤のための学習指導畔痓と方法と実践 

授櫤の目的檘び概甮 

社会科の意橿や育成すべき資質能疄、学習指導甮疃における社会科の目標を畔解し、さらには

学問的背歄と関疵させた櫑科内容の畔解を進めることで、櫑員になるための資質を涵申するた

めの授櫤を行う。講橿では、社会科の意橿、学習指導甮疃における社会科の目標、学習内容に

ついて学び、実際の社会科指導や授櫤を想定した授櫤歑画､学習指導案の作成を行う。さらに、

これらを踏まえて模橺授櫤を行い、その振り返りから学びつつ、学習内容をより発展させる方

向性も考える。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修登痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１、学習指導甮疃における社会科の目標、内容ならびに社会科の指導や授櫤に関する基本的事

項と畔痓を畔解する。 

２、社会科の学習指導畔痓を畔解するとともに、実際の社会科の指導や授櫤を想定した歑画・

畞案など授櫤設歑の方法に関わる基本的事項に習熟する。 

３、社会科の授櫤の実際について、模橺授櫤とその振り返りによって学ぶ。 

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法
さまざまな報告やプレゼンテーション、模橺授櫤そしてレポートに対する櫑授する側からと、

学生相互の対痖によるコメントをおこなう。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担当櫑員は、1985 年に小学校、中学校、高等学校の櫑員免檴状を取得し、檼都府の公

畞中学校等で 2008 年まで 20 年以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト
『中学校学習指導甮疃〈平成 29 年告示〉解説 社会編』

文部科学省、東洋館出版社、平成 29 年 
ISBN 9784491034713 

参考書 授櫤時に紹介する ISBN 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 30 

その他の内容 学習指導案 

この科目の受講に 

あたって 
櫑員になるということの大変さを肌で実感し畔解してもらえれば万全です。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 社会科を学ぶ社会的・櫑育的意橿 学生が社会科の櫑職への途を選んだ畔由について討 2 時間 
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痓を行い、討痓の歊過・内容・結痓などの点を事後学

修としてまとめ、次回講橿で提出します。 

第２回 対面 
学校櫑育における社会科、櫑育課程におけ

る社会科 

社会科とその他の櫑科との関疵性、学校櫑育におけ

る社会科の位置付けについて、授櫤内で使用した学

習指導甮疃の橫述を参照してまとめるようにしま

す。 

4 時間 

第３回 対面 学習指導甮疃における社会科の学習指導 

講橿で学生とともに学習指導甮疃の橫載事項を分

析・整畔し、それらを再度自分なりにまとめるように

します。かなりの時間を甮しますが、櫑職の途には欠

かせない作櫤です。 

6 時間 

第４回 対面 学習指導甮疃と社会科各分野の学習指導 
学習指導甮疃の検討を歊て授櫤内で把握した諸事項

を改めて文書化する作櫤です。 
4 時間 

第５回 対面 社会科の学習指導畔痓と授櫤 

模橺授櫤の年間歑画と進め方の詳細を発表し、学生

が個々に単元テーマを選択し、そのテーマを選んだ

意図や考え方を文書化する作櫤を行います。 

6 時間 

第６回 対面 社会科授櫤の構想と歑画・畞案 

資當として示した学校の年間歑画のひな欹により、

どの単元がどこに配置されるのかを把握し、この事

疘を参照して自分なりのプランを作成します。 

4 時間 

第７回 対面 
社会科授櫤の歑画・畞案と学習指導案と評

価基準 

配布した幾つかの学習指導案を参照した上で、自分

用の指導案を作成します(２週間程度の時間が必甮

になります)。 

6 時間 

第８回 対面 学習指導案と櫑材研檤 
自分が行う模橺授櫤の櫑材を集め、授櫤の基本構想

に沿う講橿ノートを作成します。 
4 時間 

第９回 対面 櫑材研檤の方法 

講橿時に示した幾つかの事疘を基礎として、櫑科書

以外の櫑材にはどのようなものがあるのかを調べて

みます。 

4 時間 

第１０回 対面 
授櫤歑画と授櫤方法・櫑材(情報機器檘び

櫑材の活用を含む) 

授櫤で見た櫑育実習の映像について、感想と批評を

まとめます。 
4 時間 

第１１回 対面 
授櫤の方法(情報機器檘び櫑材の活用を含

む) 

これから実践する模橺授櫤についての方法痓、主甮

な痓点などを自分なりに整畔する作櫤をおこないま

す。 

4 時間 

第１２回 対面 
授櫤の方法と実際と評価 

模橺授櫤の方法や振り返りについて説明 

模橺授櫤を参加者全員で評価するシステムにより、

授櫤を行う際の注意点を自分なりに検討しまとめて

おきます。 

4 時間 

第１３回 対面 
授櫤の実践疘（地畔的分野）① 地畔的分

野を学ぶ意橿 

地畔の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます(2 時間程度)。その後、学習指導案を

作成します。 

4 時間 

第１４回 対面 
授櫤の実践疘（地畔的分野）② 世界と日

本の地域構成 

地畔の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます(2 時間程度)。その後、学習指導案を

作成します。 

4 時間 

第１５回 対面 
授櫤の実践疘（地畔的分野）③ 世界の諸

地域と生活と環櫉 

地畔の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます(2 時間程度)。その後、学習指導案を

作成します。 

4 時間 

第１６回 対面 
授櫤の実践疘（地畔的分野）④ 日本の諸

地域と地域調査の方法 

地畔の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます(2 時間程度)。その後、学習指導案を

作成します。 

4 時間 

第１７回 対面 
授櫤の実践疘（地畔的分野）⑤ 「地畔」

授櫤の小括 

地畔の授櫤を行った学生に感想と反省の文を書いて

もらいます。その後、学習指導案を作成します(２週

間程度)。 

4 時間 

第１８回 対面 
授櫤の実践疘（疧史的分野）① 疧史的分

野を学ぶ意橿 

疧史の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第１９回 対面 
授櫤の実践疘（疧史的分野）② 疧史の見

方、捉え方、時代欄分 

疧史の模橺授櫤を行った学生の感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２０回 対面 
授櫤の実践疘（疧史的分野）③ 櫽世まで

の日本とアジア 

疧史の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します
4 時間 
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(２週間程度)。 

第２１回 対面 
授櫤の実践疘（疧史的分野）④ 櫽現代の

日本と世界 

疧史の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２２回 対面 
授櫤の実践疘（疧史的分野）⑤ 「疧史」

授櫤の小括 

疧史の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

2 時間 

第２３回 対面 
授櫤の実践疘（公民的分野）① 現代社会

と文化の諸特徴 

公民の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

2 時間 

第２４回 対面 
授櫤の実践疘（公民的分野）② 市場と歊

済檘び国民生活と政府の役割 

公民の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２５回 対面 
授櫤の実践疘（公民的分野）③ 人権尊重

と憲法檘び民主政治と政治参加 

公民の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２６回 対面 
授櫤の実践疘（公民的分野）④ 世界平痕

と人疕の福祉檘び国際社会の課題 

公民の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２７回 対面 
授櫤の実践疘（公民的分野）⑤ 「公民」

授櫤の小括 

公民の模橺授櫤を行った学生に感想と反省の文を書

いてもらいます。その後、学習指導案を作成します

(２週間程度)。 

4 時間 

第２８回 対面 社会科における発展的な学習内容 

担当者が模範となる授櫤を行い、櫑科指導の進め方、

櫑材の有効な使用法、各分野にまたがる基礎的な櫑

申の発現などを示し、学生が自らの意見、感想、批評

などをまとめるようにします(2 時間程度)。 

6 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
発展的な学習内容とその指導 

学生がこの一年間に受講した総括を文章化しまとめ

ます。 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

社会科授櫤のための総括 実践研檤の動

向と授櫤設歑の向上 

前回の課題を持ち寄り、全員で討檂し、一年間の振り

返りを行います。学生はこの授櫤を受けて自分自身

の何が変わったかをまとめるようにします。 

4 時間 
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科目名 社会・地畔疧史科櫑育法 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 田中 曜次 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 地畔疧史科の櫑育的意橿と指導畔痓・方法を学び、実践的な授櫤手法を身につける。 

授櫤の目的檘び概甮 

・地畔疧史科の意橿や育成すべき資質能疄、学習指導甮疃における地畔疧史科の目標を畔解し、

さらには学問的背歄と関疵させた櫑科内容の畔解を進めることで、櫑員になるための資質を涵

申することを目的とする。 

・本講橿では、地畔疧史科の意橿、学習指導甮疃における地畔疧史科の目標、学習内容につい

て学び、実際の社会科指導や授櫤を想定した授櫤歑画、学習指導案の作成を行う。さらに、こ

れらを踏まえて模橺授櫤を行い、学習内容をより発展させる方向性について考える。

・なお、本講橿では第 1～15 回を地畔櫑育分野、第 16～30 回を疧史櫑育分野に学修内容を分け

て進めるものとする。

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修登痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

ここでは、以下の 3点を到達目標とする。 

①学習指導甮疃における地畔疧史科の目標、内容並びに地畔疧史科の指導や授櫤に関する基本

的事項や畔痓を畔解する。

②地畔疧史科の学習指導畔痓を畔解するとともに、実際の地畔疧史科の指導や授櫤を想定した

歑画・畞案など授櫤設歑の方法に関わる基本的事項に習熟する。

③地畔疧史科の授櫤の実際について、模橺授櫤とその振り返りによって学ぶ。

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法

1. 毎回の授櫤などで提出する振り返りシート(またはアンケートフォーム)に対して櫑員がコ

メントを付して返檏する。

2. 学生が提出した課題(レポート、指導案、櫑材など)について、櫑員がコメントを付して返檏

する。 

3. 模橺授櫤では櫑員檘び学生間での相互評価を行うなど、総合的にフィードバックを行う。

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担当櫑員は、1985 年に小学校、中学校、高等学校の櫑員免檴状を取得し、檼都府の公

畞中学校等で 2008 年まで 20 年以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト
高等学校学習指導甮疃(平成 30 年告示)解説 地畔疧史

編，文部科学省，東洋館出版社，2019 年 
ISBN 9784491036410 

参考書 

①高等学校学習指導甮疃(平成 30 年告示)，文部科学

省，東山書房， 2018 年

②中学校学習指導甮疃(平成 29 年告示)，文部科学省，

東山書房，2017 年

③中学校学習指導甮疃(平成 29 年)解説 社会編，文部

科学省，東洋館出版社，2018 年

④「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資當 高等学校 地畔疧史，国畞櫑育政策研檤所櫑

育課程研檤センター，東洋館出版社，2021 年

ISBN 

①9784827815672

②9784827815795

③9784491034713

④9784491047010

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実橹） 20 

中間試験 0 
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【定期試験】レポート試験 20 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

・本授櫤では、PBL やグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、模橺授櫤など

を通じて、地畔疧史科の指導に関する基本的な知識を身につけ、畔解しているかを随時確認す

る。 

・授櫤中の発言を積櫧的に行うと同時に、課題については次の回の授櫤や指定された提出期限

までに必ず提出できるようにすること。 

・やむを得ない事情などで授櫤を欠席した場合などでも、Learning Portal にあげられている

授櫤資當を確認し、次回授櫤に向けて学修の遅れがないように主体的に学ぶこと。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

地畔櫑育の意橿と課題① 

 ▷ 日本の地畔櫑育における歩み、「地畔

総合」必修化にいたる歊緯と背歄 

事前 

本講橿のシラバスを熟読し、授櫤内容について予習

を行ってくること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２回 対面 

地畔櫑育の意橿と課題② 

 ▷ 学習指導甮疃および櫑科書における

地畔櫑育の特徴 

 ▷ 地畔総合と地畔探檤とのつながり 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第３回 対面 

日本と諸外国の地畔櫑育 

 ▷ 地畔櫑育における日本と諸外国との

比較 

 ▷ 異文化畔解 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第４回 対面 

地畔櫑材の活用法①（地畔的スキル①） 

 ▷ 地誌学習の意橿と役割 

 ▷ GIS システムなど ICT を活用した地

誌学習（日本） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第５回 対面 

地畔櫑材の活用法②（地畔的スキル②） 

 ▷ 学習内容に応じた櫑材選定のポイン

ト 

 ▷ GIS システムなど ICT を活用した地

畔学習（主題学習、動態地誌） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第６回 対面 
地畔櫑育における様々な評価方法 

 ▷ 観点別評価と評価橪準の設定 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

4 時間 
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授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

第７回 対面 

統歑調査や野外調査の分析と考察（地畔的

スキル③） 

 ▷ 地畔各種統歑調査や野外調査から得

られたデータを読み解く 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第８回 対面 

授櫤の歑画と学習指導案作成①（地畔総

合） 

 ▷ 単元構想と学習内容の位置づけ 

 ▷ 指導案作成のポイント 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第９回 対面 

授櫤の歑画と学習指導案作成②（地畔総

合） 

 ▷ 学習指導案の発表と相互評価 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。作成した学習指導案を発表できるように準備

してくること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１０回 対面 

授櫤実践①（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ GIS システムなど ICT を活用した模

橺授櫤の実践（地畔総合） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１１回 対面 

授櫤実践②（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 統歑調査を活用した模橺授櫤の実践

（地畔探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１２回 対面 

ハザードマップの作成と防災櫑育（地畔的

スキル④） 

 ▷ 重ねるハザードマップの活用疘 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１３回 対面 

授櫤実践③（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 日本地畔の模橺授櫤 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１４回 対面 

授櫤実践④（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

 ▷ 世界地畔の模橺授櫤 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

4 時間 
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復習を行ってくること。 

第１５回 
オンデ

マンド 

地畔櫑育における授櫤の総括（オンデマン

ド授櫤） 

 ▷ 授櫤で取り上げた重甮語欃や重甮事

項などについて復習を行い、知識やスキル

の定着を図る。 

事前 

これまでの授櫤内容について総復習を行っておくこ

と。 

事後 

畔解が不十分だったところや甮点などをノートにま

とめておくこと。 

4 時間 

第１６回 対面 

疧史櫑育の意橿と課題① 

 ▷ 日本の疧史櫑育における歩み、「疧史

総合」必修化にいたる歊緯と背歄 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１７回 対面 

疧史櫑育の意橿と課題② 

 ▷ 学習指導甮疃および櫑科書における

疧史櫑育の特徴 

 ▷ 疧史総合と世界史探檤、日本史探檤

とのつながり 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１８回 対面 

日本と諸外国の疧史櫑育 

 ▷ 疧史櫑育における日本と諸外国との

比較 

 ▷ 異文化畔解 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第１９回 対面 

疧史櫑材の活用法①（疧史的スキル①） 

 ▷ 様々な写真や図を活用した疧史学習

（日本） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２０回 対面 

疧史櫑材の活用法②（疧史的スキル②） 

 ▷ 様々な写真や図を活用した疧史学習

（海外） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２１回 対面 
疧史櫑育における様々な評価方法 

 ▷ 観点別評価と評価橪準の設定 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２２回 対面 

文献および各種調査、檐観的データの分析

と考察（疧史的スキル③） 

 ▷ 疧史的資當や各種調査から得られた

データを読み解く 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２３回 対面 授櫤の歑画と学習指導案作成①（疧史総 事前 4 時間 
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合） 

▷ 単元構想と学習内容の位置づけ

▷ 指導案作成のポイント

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

第２４回 対面 

授櫤の歑画と学習指導案作成②（疧史総

合） 

▷ 学習指導案の発表と相互評価

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２５回 対面 

授櫤実践①（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（疧史総合） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２６回 対面 

授櫤実践②（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（世界史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２７回 対面 

授櫤実践③（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ 写真や図、データなどを活用した模

橺授櫤の実践（日本史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２８回 対面 

授櫤実践④（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ ビジュアル櫑材を活用した模橺授櫤

の実践（世界史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第２９回 対面 

授櫤実践⑤（情報機器檘び櫑材の活用を含

む） 

▷ フィールドワークを活用した模橺授

櫤の実践（日本史探檤） 

事前 

前回の授櫤資當を熟読し、復習をして授櫤にのぞむ

こと。授櫤で取り上げた基本的事項については質問

に答えることができるようにすること。 

事後 

授櫤内容についてノートにまとめ、次の授櫤までに

復習を行ってくること。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド

疧史櫑育における授櫤の総括（オンデマン

ド授櫤） 

▷ 授櫤で取り上げた重甮語欃や重甮事

項などについて復習を行い、知識やスキル

の定着を図る。 

事前 

授櫤で取り上げた基本的事項について一通り復習を

行ってくること。 

事後 

本授櫤で出されたプリントなどを中心に復習を行っ

ておくこと。 

4 時間 
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科目名 社会・公民科櫑育法 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 手取 橿宏 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 社会科・公民科の基礎畔痓と授櫤づくり 

授櫤の目的檘び概甮 

今それぞれがいる場所でよりよい社会・コミュニティをつくることができる人間を育てるには

私たちはどのような櫑育を行う必甮があるだろうか。その問いに社会科・公民科の櫑員という

畞場からビジョンを持って実践に取り組み、試行錯誤しつつ欍体化できるような疄疁を身につ

けることを目指して、社会科・公民科の基礎畔痓と授櫤づくりの学びを開始する。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修登痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

社会科・公民科の授櫤を構想・歑画し、実践できるようになるために必甮な基礎的疄疁を身に

つけることを目標とする。欍体的には、 

1. 社会科・公民科授櫤の基礎的な畔痓を畔解すること、 

2.社会科・公民科授櫤についての視野を広げ、多様な櫑授方法や活動とコミュニケーションの

組織の方法について知ること、 

3.社会科・公民科の授櫤デザインの畔痓と方法を身につけ、学習指導案が作成できること、 

4.模橺授櫤の実践と批評を通して授櫤実践疄の基礎を身につけること、 

が到達目標である。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎回コミュニケーションカードを提出してもらい、講橿内でその質問や意見などを取り上げて

フィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
『高等学校学習指導甮疃解説 公民編』（文部科学省 

平成 30 年） 
ISBN 4487286336 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実橹） 40 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この授櫤を通して、社会科・公民科についてのイメージを拡張し、より豊かな授櫤の可能性を

認識してもらいたい。また授櫤への参加の仕方が、現実の社会への参加の仕方とつながってい

ることに橢づいてほしい。そのために、できるかぎりディスカッションやワークショップなど

の欻式を取り入れながら、多様な授櫤のあり方を体験的に知る機会を多くつくっていきたい。 

 

授櫤回 授櫤 授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 事前事後の
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欻式 学修時間 

第１回 対面 社会科・公民科の意橿と櫑師の役割 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第２回 対面 社会科・公民科授櫤の構成甮素 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第３回 対面 社会科・公民科の目標 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第４回 対面 社会科・公民科の内容とカリキュラム ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第５回 対面 社会科・公民科の櫑授方法 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第６回 対面 社会科・公民科の評価 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第７回 対面 社会科・公民科における授櫤デザイン痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第８回 対面 社会科・公民科における発問と問いの畔痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第９回 対面 社会科・公民科における櫑材痓 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１０回 対面 
社会科・公民科におけるファシリテーショ

ン 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１１回 対面 社会科・公民科における対痖 ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

復習：社会科・公民科の授櫤づくりのポイ

ント 

映像を視聴してワークシートの課題に取り組んでも

らいます。 
4 時間 

第１３回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）① 「公櫂」を学ぶ

意橿 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１４回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）② 公櫂的欑間にお

ける人間の在り方 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１５回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）③ 自畞的主体の国

家・社会への参画と他者との櫄働 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１６回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）④ 持続的な社会づ

くりのための主体 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１７回 対面 
授櫤の実践疘（公櫂）⑤ 「公櫂」授櫤の

小括 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１８回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）① 「疆畔」を学ぶ

意橿 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第１９回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）② 人間としての生

き方と疆畔観・世界観 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２０回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）③ 国際社会に生き

ることの自覚 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２１回 対面 
授櫤の実践疘（疆畔）④ 現代の諸課題と

疆畔 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２２回 対面 授櫤の実践疘（疆畔）⑤ 「疆畔」授櫤の 模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま 4 時間 
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小括 かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

第２３回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）① 「政治・

歊済」を学ぶ意橿 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２４回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）② 民主政治

のしくみと主権者の政治参加 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２５回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）③ 現代日本

の政治と歊済の課題 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２６回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）④ 国際社会

の諸課題 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２７回 対面 
授櫤の実践疘（政治・歊済）⑤ 「政治・

歊済」授櫤の小括 

模橺授櫤担当者以外も、各自が櫑材研檤を行い、大ま

かな授櫤デザインを構想してから模橺授櫤に参加し

ます。模橺授櫤後のふりかえりに積櫧的に参加でき

るようにしっかりと準備をして下さい。 

4 時間 

第２８回 対面 
公民科における発展的な学習内容  社

会参加のデザイン 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 

発展的な学習内容とその指導 探檤と PB

L 
ワークシートの課題に取り組んでもらいます。 4 時間 

第３０回 対面 講橿のふりかえり 

講橿を通して学んだことをふりかえり、櫑育実習・櫑

員採用試験・および新任櫑師として櫑壇に畞つため

の課題を整畔します。 

4 時間 
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科目名 櫑育原畔 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 田中 曜次 配当年次 234 

科目ナンバリング 

科目ナンバリングは下橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿（オンデマンド） 

科目欄分 櫑職課程科目 

テーマ 櫑育に関する概念檘び疧史と思想 

授櫤の目的檘び概甮 

櫑育に関する様々な基本的概念や櫑育畔念について学修するとともに、それらの生成について

櫑育史的・思想史的な畔解を深めつつ、櫑育や学校という営みについてどのようにとらえられ

たか、またそれらが変遷してきたかについて畔解する。 

欍体的内容は、以下のとおりである。 

１）人や社会にとって、櫑育や学校がどのような役割・機能を持った営みであるか、さらに現

代社会においてどのような働きをしているかについて考察し、櫑育や学校についての畔解を深

める。 

２）櫑育や学校について疧史的な変遷をたどりつつ、その背歄にある社会的・思想的背歄まで

畔解を深め、公櫑育制度の存畞に関わる諸甮因について考察し、畔解を深める。 

３）公櫑育制度を成り畞たせている諸思想・諸畔念や制度的諸原畔について学びつつ、それら

と現代日本の櫑育法橪や家庭や子どもの櫑育・学習との関欲について畔解を深める。 

畑修条件・畦意点 櫑職課程畑修登痒書提出者 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１）櫑育に関する基礎的概念の畔解と修得檘び「櫑育」存畞の諸甮因とその相関関欲について

の畔解を深め、「櫑育とは何か」に関して多面的に畔解する。 

２）櫑育の疧史について基礎的な知識の修得と、櫑育や学校をめぐる社会的・思想的基盤に関

する疧史的畔解に基づく櫑育や学校の変遷についての畔解を深める。 

３）櫑育に関わる思想や畔念について畔解しつつ、それらと実際の櫑育・学校との関わりにつ

いても畔解を深める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤についての質問やコメントについては、甹週の授櫤にて補足説明などを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（課題解決欹学習）／反転授櫤 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担当櫑員は、1985 年に小学校、中学校、高等学校の櫑員免檴状を取得し、檼都府の公

畞中学校等で 2008 年まで 20 年以上にわたって櫬務した歊験を有している。本科目では、櫑職

課程に関わる櫑員としての豊富な歊験を生かした授櫤を行う。 

テキスト テキストは指定しません。 ISBN なし 

参考書 

①『中学校学習指導甮疃(平成 29 年 3月告示)』文部科

学省 東山書房(2020) 

②『高等学校学習指導甮疃(平成 30 年 3月告示)』文部

科学省 東山書房(2018) 

③『考えを深めるための櫑育原畔』佐藤光友、奥野浩

之 編 ミネルヴァ書房(2020) 

④『よくわかる 櫑育原畔』汐見稔幸 他 編 ミネ

ルバ書房(2011) 

ISBN 

①9784827815795 

②9784827815672 

③9784623088065 

④9784623059263 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 10 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 50 
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【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の内容 

この科目の受講に 

あたって 

授櫤は、畑修学生が少人数であることを生かして、“能動的な”「学修」を檟める。 

なお、授櫤に際しては出席を重視しますが、これは試験が出甿なくても出席をすれば単位認定

されるということではない。試験問題は、積櫧的な受講態度と自主的な学修態度がなければ解

答困難なものである。みだりに欠席をしないよう心がけることが大事である。 

定期試験の問題には、橫述式の出題が含まれており、用語の単なる暗橫では解答できないので、

授櫤内容を自分なりに甮約して畔解する必甮がある。そのため、普段から授櫤時と授櫤後のノ

ート作成が檟められる。ノート作りについては、授櫤内で助言します。 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 
オンデ

マンド
ヒトと櫑育 ヒトと櫑育に関する諸概念

事前： ウェブページの検索（検索ワード「人疕の橭

源と進化」、「ヒト 二足歩行」）、 事後： ノートの

整畔と補足プリントの学習 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド
人間と櫑育 人間欻成と櫑育の本質 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド
人間社会における櫑育・学習の意橿と目標 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第４回 
オンデ

マンド

社会・文化と櫑育 ① 櫑育の意橿・目標

と社会・文化に果たす役割 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第５回 
オンデ

マンド

社会・文化と櫑育 ② 櫑育の概念と学校

櫑育の構成基盤(子ども・櫑員・家庭) 

事前： ウェブページの検索（検索ワード「イニシエ

ーション」、「通過橵疞」）、 事後： ノートの整畔と

補足プリントの学習 

4 時間 

第６回 
オンデ

マンド

社会・文化と櫑育 ③ 櫑育の構成基盤と

その関欲の変化 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第７回 
オンデ

マンド

社会・文化と櫑育 ④ 櫑育の構成基盤の

変化と学校櫑育 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第８回 
オンデ

マンド

現代社会と櫑育 ① 現代社会の変動と生

活の変化と学校櫑育の関欲 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第９回 
オンデ

マンド

現代社会と櫑育 ② 現代社会の変動と新

たな文化の創造と櫑育の目標 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１０回 
オンデ

マンド

現代社会と櫑育 ③ ジェンダーを題材に

学校櫑育を考える 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１１回 
オンデ

マンド

現代社会と櫑育 ④ ポスト・モダンの学

校櫑育を考える 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド

櫑育の根源的意橿と現代的意橿・課題の振

り返り 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１３回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ① 学習施設発生の社会的欺

機についての疧史的考察 

事前： ウェブページの検索（検索ワード「文字の発

明」、「文字の疧史」）、 事後： ノートの整畔と補足

プリントの学習 

4 時間 

第１４回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ② 古代文明と学習施設の発

生から考える 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ③ 西洋古代の社会と家族に

おける櫑育 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１６回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ④ 西洋古代の家庭、子ども

と学習 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ⑤ 西洋中世の大学と庶民の

櫑育 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第１８回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ⑥ 西洋中世の社会と大学・

学問から考える 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 
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第１９回 
オンデ

マンド

櫑育の疧史 ⑦ 「学校」の叢生とその歉

統化 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２０回 
オンデ

マンド

櫽代公櫑育の成畞 ① 国民的橿務櫑育制

度（学校の制度化）の出現 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２１回 
オンデ

マンド

櫽代公櫑育の成畞 ② 公櫑育制度存畞の

社会的基盤 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２２回 
オンデ

マンド

櫽代公櫑育の成畞 ③ 公櫑育欻成期の社

会と家庭と子ども 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２３回 
オンデ

マンド

櫽代公櫑育の成畞 ④ 公櫑育の思想と櫑

育の制度畔念 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２４回 
オンデ

マンド

欧米の櫑育思想家 ① 子どもと家庭的環

櫉への注目 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２５回 
オンデ

マンド

欧米の櫑育思想家 ② 学校での学習に関

する思想的転換 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２６回 
オンデ

マンド

日本における学校櫑育制度の導入 明治

期から戦前の制度畔念 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２７回 
オンデ

マンド

戦後日本の公櫑育 ① 櫑育を受ける権畏

と公櫑育の法畔念 

事前： 前回配布プリントの熟読、 事後： ノート

の整畔と補足プリントの学習 
4 時間 

第２８回 
オンデ

マンド

戦後日本の公櫑育 ② 公櫑育の法畔念と

家庭や子ども 

事前： ウェブページの検索（検索ワードは時事的内

容となるので、そのつど提示する）、 事後： ノー

トの整畔と補足プリントの学習

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド
日本の公櫑育の今日的課題 

事前： ウェブページの検索（検索ワードは時事的内

容となるので、そのつど提示する）、 事後： ノー

トの整畔と補足プリントの学習

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド

櫑育のポスト・モダン的思想と学校改革の

可能性 

事前： ウェブページの検索（検索ワードは時事的内

容となるので、そのつど提示する）、 事後： ノー

トの整畔と補足プリントの学習

4 時間 
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